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I.調査の概要 
 

１． 調査目的 
大正区役所では、「区民が主役」の区政運営のために、今後の大正区のまちづくりの基礎となる「大正区将来ビ

ジョン 2025」を策定するとともに、年度ごとに「事業・業務計画書」や「運営方針」を作成して事業を実施して
います。 
これらに掲げる事業の成果や目標への到達状況についてお伺いし、その結果を今後の施策や事業の進め方の参

考とするため、今回のアンケートを実施いたしました。 

２． 調査の状況 

調査期間 令和６年８月１日～令和６年８月 22日 

調査手法 調査票を調査対象者へ送付し、返信用封筒またはオンラインにより回収 

調査対象 無作為抽出した 18 歳以上の大正区民 1,500 人(外国籍住民を含む) 

回答者数 511 名 

回答率 34.1％ 

 

３． 回答者の属性 

  

調査対象者数 回答者数 回答率 

男性 女性 男性 女性 
その他・
回答した
くない 

無回答 男性 女性 

計 737 763 194 277 11 29 26.3% 36.3% 

18 歳～29 歳 113 114 15 15 0 0 13.3% 13.2% 

30 歳～39 歳 91 82 14 22 3 0 15.4% 26.8% 

40 歳～49 歳 101 101 22 45 2 0 21.8% 44.6% 

50 歳～59 歳 160 140 34 58 2 0 21.3% 41.4% 

60 歳～69 歳 91 80 34 38 1 0 37.4% 47.5% 

70 歳以上 181 246 75 99 2 2 41.4% 40.2% 

無回答 ー ー 0 0 1 27 ー ー 

 

４． 本報告書の見方 

⚫ 集計表を作成するにあたっては「無回答」を除外した集計を行っています。 

⚫ 集計結果はすべて小数第 2 位を四捨五入しています。このため構成比の合計が 100.0％にならない場合があり

ます。 

⚫ 複数回答が可能な設問の場合、選択肢の合計は 100％になりません。 

⚫ 複数の回答比率を足した場合、四捨五入の関係で若干増減が発生する場合があります。 

⚫ コメントにおいて、標記を一部省略している場合があります。 

⚫ 本報告書はあくまで本アンケートの回答者における回答状況を集計したものであり、区民全体の状況を表すも

のではありません。 

⚫ 集計表は割合（数値）の大小によって背景色をグラデーション表示するようにしました（数値が大きい・濃色

➡数値が小さい・淡色）。 
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II.回答者の属性 
 

問２８ あなたの性別をお答えください。 

  回答者数 割合 

男性 194 40.2% 

女性 277 57.5% 

その他・回答したくない 11 2.3% 

計 482 100.0% 

 

 

 

問２９ あなたの年齢をお答えください。 

 回答者数 割合 

18 歳～29 歳 30 6.2% 

30 歳～39 歳 39 8.1% 

40 歳～49 歳 69 14.3% 

50 歳～59 歳 94 19.5% 

60 歳～69 歳 73 15.1% 

70 歳以上 178 36.9% 

計 483 100.0% 

 

 

問３０ あなたのお住まいの地域（小学校区）をお答えください。 

  回答者数 割合 

三軒家西 30 6.3% 

三軒家東  71 14.9% 

泉尾東  47 9.9% 

泉尾北 46 9.6% 

中泉尾 31 6.5% 

北恩加島  48 10.1% 

小林  37 7.8% 

平尾 46 9.6% 

南恩加島 45 9.4% 

鶴町  52 10.9% 

わからない・回
答したくない  

24 5.0% 

計 477 100.0% 

 

  

男性, 

40.2%

女性, 

57.5%

その他・回答した

くない, 2.3%

18歳～29歳, 6.2%

30歳～39歳, 8.1%

40歳～49

歳, 14.3%

50歳～59

歳, 19.5%
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歳, 15.1%

70歳以上, 

36.9%

三軒家西, 6.3%

三軒家東 , 

14.9%

泉尾東 , 9.9%

泉尾北, 9.6%

中泉尾, 6.5%
北恩加島 , 

10.1%

小林 , 7.8%

平尾, 9.6%

南恩加島, 

9.4%

鶴町 , 10.9%

わからない・回答したくない, 5.0%
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問３１ あなたが現在の住所にお住まいになってからの年数をお答えください。 

  回答者数 割合 

１年未満 15 3.1% 

１年以上～ 10 年未満  115 23.8% 

10 年以上 354 73.1% 

計 484 100.0% 

 

 

 

 

 

問３２ あなたは子育ての経験がありますか。〈複数回答可〉 

(回答者数 463) 回答者数 割合 

就学前（０～５歳）の子どもがいる 36 7.7% 

小学校就学中（６～11 歳）の子どもがいる 35 7.5% 

中学校就学中（12～14 歳）の子どもがいる 21 4.5% 

高校就学年齢（15～17 歳）の子どもがいる 21 4.5% 

18 歳以上の子どもがいる 263 56.2% 

子育ての経験はない 138 29.5% 

 

 

 

  

7.7%

7.5%

4.5%

4.5%

56.2%

29.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%
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小学校就学中（６～11 歳）の子どもがいる

中学校就学中（12～14 歳）の子どもがいる

高校就学年齢（15～17 歳）の子どもがいる

18 歳以上の子どもがいる

子育ての経験はない

１年未満, 3.1%

１年以上～ 10 年未満 , 

23.8%

10 年以上, 

73.1%
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III.調査結果 
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１．広報・情報発信について 

 

問１ 大正区の行政情報や魅力情報をどこから入手していますか。

〈複数回答可〉 

 

  

回
答
者
数 

大
正
区
役
所
広
報
紙 

「
こ
ん
に
ち
は
大
正
」 

大
正
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

大
正
区
役
所
公
式
エ
ッ
ク
ス

（
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
） 

大
正
区
役
所
公
式 

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク 

大
正
区
役
所 

公
式
ラ
イ
ン 

大
正
区
役
所
公
式 

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム 

回
覧
板 

大
正
区
役
所
広
報
板 

大
正
区
内
バ
ス
停
チ
ラ
シ 

大
正
区
役
所
情
報
コ
ー
ナ
ー

(

さ
わ
や
か
広
場) 

サ
ー
ビ
ス
カ
ウ
ン
タ
ー 

(
梅
田
・
難
波
・
天
王
寺)  

そ
の
他
図
書
館
な
ど 

本
市
施
設 

行
政
情
報
や
魅
力
情
報
は 

入
手
し
て
い
な
い 

そ
の
他 

全体 490 79.0% 9.4% 1.4% 0.8% 3.9% 1.0% 36.7% 5.1% 12.7% 1.8% 0.0% 2.0% 9.0% 2.2% 

性
別 

男性 186 77.4% 9.7% 1.1% 0.5% 3.8% 0.5% 35.5% 3.8% 10.2% 1.1% 0.0% 1.6% 11.3% 2.2% 

女性 269 80.7% 9.7% 1.5% 0.7% 4.1% 1.5% 38.7% 5.6% 13.8% 1.9% 0.0% 2.2% 7.4% 2.6% 

男
性 

18 歳～29 歳 15 40.0% 13.3% 6.7% 0.0% 6.7% 6.7% 26.7% 6.7% 13.3% 0.0% 0.0% 0.0% 26.7% 6.7% 

30 歳～39 歳 12 66.7% 25.0% 8.3% 0.0% 16.7% 0.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 25.0% 0.0% 

40 歳～49 歳 22 72.7% 9.1% 0.0% 0.0% 4.5% 0.0% 18.2% 4.5% 9.1% 0.0% 0.0% 0.0% 27.3% 0.0% 

50 歳～59 歳 33 78.8% 15.2% 0.0% 3.0% 0.0% 0.0% 33.3% 3.0% 21.2% 0.0% 0.0% 0.0% 6.1% 6.1% 

60 歳～69 歳 32 84.4% 12.5% 0.0% 0.0% 3.1% 0.0% 34.4% 6.3% 3.1% 3.1% 0.0% 3.1% 6.3% 3.1% 

70 歳以上 72 84.7% 2.8% 0.0% 0.0% 2.8% 0.0% 45.8% 2.8% 9.7% 1.4% 0.0% 2.8% 5.6% 0.0% 

女
性 

18 歳～29 歳 15 26.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 26.7% 0.0% 6.7% 0.0% 0.0% 0.0% 53.3% 6.7% 

30 歳～39 歳 22 68.2% 9.1% 13.6% 0.0% 4.5% 4.5% 18.2% 4.5% 18.2% 0.0% 0.0% 4.5% 13.6% 9.1% 

40 歳～49 歳 43 81.4% 27.9% 0.0% 2.3% 4.7% 4.7% 23.3% 7.0% 18.6% 0.0% 0.0% 2.3% 7.0% 2.3% 

50 歳～59 歳 58 86.2% 17.2% 1.7% 1.7% 8.6% 0.0% 31.0% 3.4% 12.1% 0.0% 0.0% 1.7% 1.7% 3.4% 

60 歳～69 歳 38 86.8% 0.0% 0.0% 0.0% 5.3% 0.0% 47.4% 5.3% 10.5% 5.3% 0.0% 2.6% 2.6% 0.0% 

70 歳以上 93 86.0% 2.2% 0.0% 0.0% 1.1% 1.1% 53.8% 7.5% 14.0% 3.2% 0.0% 2.2% 4.3% 1.1% 

 

 

⚫ 全体でみると、大正区役所広報紙「こんにちは大正」が最も多くて 79.0％であり、次いで「回覧板」が

36.7％、「大正区内バス停チラシ」が 12.7％となっている。 

⚫ 男女別で見た場合、全体とほぼ同じ傾向を示している。 

⚫ 年代別で見た場合、男女ともに 30 歳以上では大正区役所広報紙「こんにちは大正」の割合が高い。「回覧

板」は男性の場合「70 歳以上」で高く、女性の場合は 60 歳以上で高い割合となっている。また、男女と

もに 40歳未満は「行政情報や魅力情報は入手していない」の割合が全体と比べて高くなっている。 

  

79.0%

9.4%

1.4%

0.8%

3.9%

1.0%

36.7%

5.1%

12.7%

1.8%

0.0%

2.0%

9.0%

2.2%

77.4%

9.7%

1.1%

0.5%

3.8%

0.5%

35.5%

3.8%

10.2%

1.1%

0.0%

1.6%

11.3%

2.2%

80.7%

9.7%

1.5%

0.7%

4.1%

1.5%

38.7%

5.6%

13.8%

1.9%

0.0%

2.2%

7.4%

2.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

大正区役所広報紙「こんにちは大正」

大正区ホームページ
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大正区役所公式フェイスブック

大正区役所公式ライン

大正区役所公式インスタグラム

回覧板

大正区役所広報板

大正区内バス停チラシ

大正区役所情報コーナー(さわやか広場)

サービスカウンター(梅田・難波・天王寺) 

その他図書館など本市施設

行政情報や魅力情報は入手していない

その他

全体
男性
女性

 
広報紙「こんにちは大正」 

 
大正区役所公式 SNS 
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問２ 広報紙「こんにちは大正」には、お知りになりたい情報が掲載されていま

すか。〈１つだけ〉 

 

  回答者数 
大いに掲
載されて
いる 

ある程度
掲載され
ている 

どちらか
というと
掲載され
ている 

どちらか
というと
掲載され
ていない 

あまり掲
載されて
いない 

全く掲載
されてい
ない 

掲載され
ている計 

掲載され
ていない

計 

全体 484 9.5% 48.8% 24.8% 6.2% 8.1% 2.7% 83.1% 16.9% 

性
別 

男性 183 9.3% 45.4% 27.9% 6.6% 8.2% 2.7% 82.5% 17.5% 

女性 265 9.4% 52.1% 22.3% 6.0% 7.9% 2.3% 83.8% 16.2% 

男
性 

18 歳～29 歳 13 7.7% 53.8% 15.4% 0.0% 15.4% 7.7% 76.9% 23.1% 

30 歳～39 歳 12 0.0% 50.0% 25.0% 16.7% 0.0% 8.3% 75.0% 25.0% 

40 歳～49 歳 20 0.0% 40.0% 30.0% 15.0% 15.0% 0.0% 70.0% 30.0% 

50 歳～59 歳 33 9.1% 33.3% 36.4% 6.1% 9.1% 6.1% 78.8% 21.2% 

60 歳～69 歳 32 3.1% 50.0% 37.5% 0.0% 6.3% 3.1% 90.6% 9.4% 

70 歳以上 73 16.4% 47.9% 21.9% 6.8% 6.8% 0.0% 86.3% 13.7% 

女
性 

18 歳～29 歳 14 7.1% 28.6% 42.9% 14.3% 7.1% 0.0% 78.6% 21.4% 

30 歳～39 歳 21 0.0% 52.4% 23.8% 0.0% 14.3% 9.5% 76.2% 23.8% 

40 歳～49 歳 43 7.0% 41.9% 32.6% 9.3% 7.0% 2.3% 81.4% 18.6% 

50 歳～59 歳 58 10.3% 56.9% 17.2% 8.6% 5.2% 1.7% 84.5% 15.5% 

60 歳～69 歳 38 2.6% 47.4% 26.3% 7.9% 10.5% 5.3% 76.3% 23.7% 

70 歳以上 91 15.4% 59.3% 15.4% 2.2% 7.7% 0.0% 90.1% 9.9% 

 

掲載されている計：「大いに掲載されている」「ある程度掲載されている」「どちらかというと掲載されている」の合計値 

掲載されていない計：「どちらかというと掲載されていない」「あまり掲載されていない」「全く掲載されていない」の合計値 

 

 

⚫ 全体でみると、「大いに掲載されている」「ある程度掲載されている」「どちらかというと掲載されている」

を合わせた「掲載されている計」は 83.1％となっている。 

⚫ 男女別で見た場合、女性の方が「掲載されている計」が若干大きい。 

⚫ 年代別で見た場合、「掲載されている計」は男性では「60 歳～69 歳」が最も大きく、女性の場合は「70

歳以上」が最も大きい。また、最も低かったのは男性の「40 歳～49 歳」の 70％となっている。 
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24.8%
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性

女性

大いに掲載されている ある程度掲載されている

どちらかというと掲載されている どちらかというと掲載されていない

あまり掲載されていない 全く掲載されていない

 
広報紙「こんにちは大正」 

掲載されている計 



 

7 

問３ 広報紙「こんにちは大正」で、楽しみにしているコーナーはどれですか。〈複

数回答可〉 

 

  

回
答
者
数 

特
集
記
事 

（
６
・
７
面
） 

暮
ら
し
・
各
種
手
続
き 

（
２
～
４
面
） 

子
育
て
・
教
育 

（
２
～
４
面
） 

保
健
・
福
祉
・
健
康 

（
２
～
４
面
） 

イ
ベ
ン
ト
・
講
座 

（
２
～
４
面
） 

健
康
コ
ラ
ム 

（
５
面
） 

大
正
ニ
ュ
ー
ス 

（
８
面
） 

私
の
S

D

G
ｓ 

ア
ク
シ
ョ
ン
（
８
面
） 

大
正
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

（
８
面
） 

こ
こ
が
推
し
だ
よ
！ 

大
正
区
（
８
面
） 

図
書
館
・
警
察
署
・
消
防
署

か
ら
の
お
知
ら
せ
（
８
面
） 

地
域
だ
よ
り 

（
１
２
面
） 

区
長
日
記 

（
１
２
面
） 

そ
の
他 

全体 462 22.7% 34.8% 8.7% 28.4% 30.5% 14.1% 22.7% 1.9% 8.4% 17.1% 11.3% 19.0% 5.6% 7.6% 

性
別 

男性 171 26.3% 26.9% 8.2% 22.2% 28.1% 13.5% 28.7% 2.9% 12.9% 15.8% 11.7% 19.9% 6.4% 9.4% 

女性 257 18.7% 38.9% 8.9% 32.7% 33.1% 14.8% 17.9% 1.6% 5.4% 18.3% 11.3% 17.9% 4.7% 6.2% 

男
性 

18 歳～29 歳 14 14.3% 7.1% 0.0% 14.3% 7.1% 7.1% 14.3% 0.0% 7.1% 0.0% 14.3% 7.1% 14.3% 14.3% 

30 歳～39 歳 13 38.5% 7.7% 30.8% 7.7% 30.8% 0.0% 23.1% 7.7% 15.4% 23.1% 0.0% 0.0% 0.0% 7.7% 

40 歳～49 歳 20 10.0% 10.0% 35.0% 15.0% 30.0% 10.0% 20.0% 0.0% 10.0% 20.0% 20.0% 20.0% 5.0% 25.0% 

50 歳～59 歳 32 37.5% 18.8% 3.1% 18.8% 34.4% 18.8% 34.4% 3.1% 21.9% 15.6% 9.4% 15.6% 9.4% 12.5% 

60 歳～69 歳 29 24.1% 41.4% 3.4% 27.6% 37.9% 6.9% 20.7% 3.4% 13.8% 17.2% 6.9% 27.6% 6.9% 3.4% 

70 歳以上 63 27.0% 38.1% 1.6% 28.6% 23.8% 19.0% 36.5% 3.2% 9.5% 15.9% 14.3% 25.4% 4.8% 4.8% 

女
性 

18 歳～29 歳 14 28.6% 21.4% 7.1% 14.3% 14.3% 0.0% 7.1% 0.0% 0.0% 14.3% 0.0% 14.3% 0.0% 7.1% 

30 歳～39 歳 21 14.3% 23.8% 38.1% 14.3% 28.6% 14.3% 9.5% 0.0% 0.0% 9.5% 4.8% 0.0% 0.0% 4.8% 

40 歳～49 歳 42 21.4% 35.7% 23.8% 14.3% 31.0% 9.5% 9.5% 0.0% 0.0% 16.7% 4.8% 11.9% 2.4% 14.3% 

50 歳～59 歳 58 17.2% 44.8% 5.2% 34.5% 43.1% 6.9% 19.0% 3.4% 8.6% 20.7% 5.2% 20.7% 1.7% 5.2% 

60 歳～69 歳 35 17.1% 45.7% 0.0% 40.0% 42.9% 22.9% 20.0% 2.9% 8.6% 22.9% 5.7% 20.0% 5.7% 5.7% 

70 歳以上 87 18.4% 40.2% 1.1% 44.8% 27.6% 21.8% 24.1% 1.1% 6.9% 18.4% 24.1% 23.0% 9.2% 3.4% 

 

 

⚫ 全体でみると、一番高いのは「暮らし・各種手続き（２～４面）」であり、次いで「イベント・講座（２～

４面）」、「保健・福祉・健康（２～４面）」と続く。 

⚫ 男女別で見た場合は項目の順位に差が見られ、以下の順位となっている。 

  男性 女性 

1 大正ニュース（８面） 28.7% 暮らし・各種手続き（２～４面） 38.9% 

2 イベント・講座（２～４面） 28.1% イベント・講座（２～４面） 33.1% 

3 暮らし・各種手続き（２～４面） 26.9% 保健・福祉・健康（２～４面） 32.7% 

⚫ 年代別で見た場合、「保健・福祉・健康（2～4面）」は男女ともに年齢が高くなるにつれて大きくなる傾向

があり、「イベント・講座(2～4面)」は男性では「50 歳～59 歳」と「60 歳～69 歳」、女性では「50 歳

～59 歳」と「60 歳～69 歳」が大きい。  

22.7%

34.8%

8.7%

28.4%

30.5%

14.1%

22.7%

1.9%

8.4%

17.1%

11.3%

19.0%

5.6%

7.6%

26.3%

26.9%

8.2%

22.2%

28.1%

13.5%

28.7%

2.9%

12.9%

15.8%

11.7%

19.9%

6.4%

9.4%

18.7%

38.9%

8.9%

32.7%

33.1%

14.8%

17.9%

1.6%

5.4%

18.3%

11.3%

17.9%

4.7%

6.2%
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特集記事（６・７面）

暮らし・各種手続き（２～４面）

子育て・教育（２～４面）

保健・福祉・健康（２～４面）

イベント・講座（２～４面）

健康コラム（５面）
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地域だより（１２面）
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その他

全体
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２．区の活性化の取組について 

 

問４ 大正区では、「ものづくりのまち大正」の特徴を活かした「大正・港・西淀川ものづく

り事業実行委員会」を形成し、活力あるまちづくりを進めています。あなたは、次の

実行委員会による取組が、区のブランド力の向上や区民の誇りになっていると思いま

すか。〈各事業１つだけ〉 

 
※各表の「知っている計」は「取組を知らない」以外の回答の合計、「知らない計」は「取組を知らない」と同値、「思う計」は取組を知っている
人の内「大いに思う」「ある程度思う」「どちらかというと思う」 の合計値、「思わない計」は取組を知っている人の内「どちらかというと思わな
い」「あまり思わない」「全く思わない」の合計値を表す 。 

 

① 大正ものづくりフェスタ 

  回答者数 
取組を
知って
いる計 

取組を
知らな
い計 

取組を知っている 

回答数 
大いに
思う 

ある程
度思う 

どちら
かとい
うと思
う 

どちら
かとい
うと思
わない 

あまり
思わな
い 

全く思
わない 

思う計 
思わな
い計 

全体 497 78.9% 21.1% 392 14.8% 38.0% 26.3% 6.4% 12.0% 2.6% 79.1% 20.9% 

性
別 

男性 191 79.1% 20.9% 151 10.6% 38.4% 25.2% 7.9% 15.9% 2.0% 74.2% 25.8% 

女性 270 78.9% 21.1% 213 15.5% 39.9% 28.2% 4.2% 9.9% 2.3% 83.6% 16.4% 

男
性 

18 歳～29 歳 15 73.3% 26.7% 11 9.1% 54.5% 18.2% 0.0% 18.2% 0.0% 81.8% 18.2% 

30 歳～39 歳 14 78.6% 21.4% 11 0.0% 36.4% 27.3% 0.0% 27.3% 9.1% 63.6% 36.4% 

40 歳～49 歳 22 72.7% 27.3% 16 12.5% 37.5% 25.0% 18.8% 0.0% 6.3% 75.0% 25.0% 

50 歳～59 歳 33 87.9% 12.1% 29 17.2% 31.0% 27.6% 3.4% 17.2% 3.4% 75.9% 24.1% 

60 歳～69 歳 33 78.8% 21.2% 26 3.8% 53.8% 19.2% 3.8% 19.2% 0.0% 76.9% 23.1% 

70 歳以上 74 78.4% 21.6% 58 12.1% 32.8% 27.6% 12.1% 15.5% 0.0% 72.4% 27.6% 

女
性 

18 歳～29 歳 15 66.7% 33.3% 10 20.0% 60.0% 10.0% 0.0% 10.0% 0.0% 90.0% 10.0% 

30 歳～39 歳 22 68.2% 31.8% 15 26.7% 33.3% 20.0% 6.7% 13.3% 0.0% 80.0% 20.0% 

40 歳～49 歳 45 82.2% 17.8% 37 16.2% 29.7% 37.8% 2.7% 10.8% 2.7% 83.8% 16.2% 

50 歳～59 歳 58 86.2% 13.8% 50 14.0% 24.0% 38.0% 2.0% 18.0% 4.0% 76.0% 24.0% 

60 歳～69 歳 37 81.1% 18.9% 30 6.7% 56.7% 23.3% 6.7% 6.7% 0.0% 86.7% 13.3% 

70 歳以上 93 76.3% 23.7% 71 16.9% 47.9% 22.5% 5.6% 4.2% 2.8% 87.3% 12.7% 

 

⚫ 全体でみると、「取組を知っている計」は 78.9％であり、そのうち 「大いに思う」「ある程度思う」「どち

らかというと思う」を合わせた「思う計」は 79.1％となっている。 男女別でみると、「知っている計」は

男性がわずかに大きく、「思う計」は女性の方が大きい。 

⚫ 年代別でみると、「取組を知っている計」は男女ともに「50 歳～59 歳」で全体よりも高い傾向がみられ

る。 
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25.2%
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2.0%
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② 修学旅行をはじめとする工場見学会の実施 

  回答者数 
取組を
知って
いる計 

取組を
知らな
い計 

取組を知っている 

回答数 
大いに
思う 

ある程
度思う 

どちら
かとい
うと思
う 

どちら
かとい
うと思
わない 

あまり
思わな
い 

全く思
わない 

思う計 
思わな
い計 

全体 497 76.3% 23.7% 379 21.4% 34.0% 25.3% 7.7% 8.7% 2.9% 80.7% 19.3% 

性
別 

男性 190 78.4% 21.6% 149 18.8% 34.2% 24.2% 9.4% 10.7% 2.7% 77.2% 22.8% 

女性 271 75.6% 24.4% 205 21.0% 35.1% 27.8% 5.9% 7.3% 2.9% 83.9% 16.1% 

男
性 

18 歳～29 歳 15 73.3% 26.7% 11 18.2% 27.3% 18.2% 9.1% 18.2% 9.1% 63.6% 36.4% 

30 歳～39 歳 14 78.6% 21.4% 11 9.1% 27.3% 18.2% 0.0% 45.5% 0.0% 54.5% 45.5% 

40 歳～49 歳 22 77.3% 22.7% 17 23.5% 23.5% 23.5% 17.6% 5.9% 5.9% 70.6% 29.4% 

50 歳～59 歳 33 93.9% 6.1% 31 25.8% 29.0% 22.6% 16.1% 3.2% 3.2% 77.4% 22.6% 

60 歳～69 歳 33 75.8% 24.2% 25 16.0% 40.0% 36.0% 0.0% 8.0% 0.0% 92.0% 8.0% 

70 歳以上 73 74.0% 26.0% 54 16.7% 40.7% 22.2% 9.3% 9.3% 1.9% 79.6% 20.4% 

女
性 

18 歳～29 歳 15 60.0% 40.0% 9 11.1% 55.6% 22.2% 0.0% 11.1% 0.0% 88.9% 11.1% 

30 歳～39 歳 22 63.6% 36.4% 14 28.6% 28.6% 28.6% 7.1% 7.1% 0.0% 85.7% 14.3% 

40 歳～49 歳 45 77.8% 22.2% 35 22.9% 25.7% 40.0% 5.7% 2.9% 2.9% 88.6% 11.4% 

50 歳～59 歳 58 77.6% 22.4% 45 24.4% 31.1% 22.2% 8.9% 8.9% 4.4% 77.8% 22.2% 

60 歳～69 歳 37 67.6% 32.4% 25 4.0% 44.0% 44.0% 4.0% 4.0% 0.0% 92.0% 8.0% 

70 歳以上 94 81.9% 18.1% 77 23.4% 37.7% 20.8% 5.2% 9.1% 3.9% 81.8% 18.2% 

 

 

⚫ 全体でみると、「取組を知っている計」は 76.3％であり、そのうち「大いに思う」「ある程度思う」「どち

らかというと思う」を合わせた「思う計」は 80.7％となっている。 

⚫ 男女で比較すると、「思う計」は女性が高い。 

⚫ 年代別でみると、「取組を知っている計」は男女ともに「18 歳～29 歳」で全体よりも低い傾向がみられ

る。「思う計」は男女ともに「60 歳～69 歳」が全体と比較して高い。 
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34.0%
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③大正・港・西淀川オープンファクトリー 

  回答者数 
取組を
知って
いる計 

取組を
知らな
い計 

取組を知っている 

回答数 
大いに
思う 

ある程
度思う 

どちら
かとい
うと思
う 

どちら
かとい
うと思
わない 

あまり
思わな
い 

全く思
わない 

思う計 
思わな
い計 

全体 491 70.7% 29.3% 347 17.0% 36.3% 23.6% 7.8% 11.8% 3.5% 76.9% 23.1% 

性
別 

男性 187 71.7% 28.3% 134 14.9% 32.1% 26.1% 7.5% 17.9% 1.5% 73.1% 26.9% 

女性 269 69.5% 30.5% 187 17.6% 38.0% 24.6% 7.0% 9.1% 3.7% 80.2% 19.8% 

男
性 

18 歳～29 歳 15 73.3% 26.7% 11 9.1% 45.5% 27.3% 0.0% 18.2% 0.0% 81.8% 18.2% 

30 歳～39 歳 14 64.3% 35.7% 9 11.1% 22.2% 22.2% 11.1% 33.3% 0.0% 55.6% 44.4% 

40 歳～49 歳 21 71.4% 28.6% 15 20.0% 20.0% 40.0% 13.3% 0.0% 6.7% 80.0% 20.0% 

50 歳～59 歳 33 81.8% 18.2% 27 29.6% 25.9% 22.2% 7.4% 14.8% 0.0% 77.8% 22.2% 

60 歳～69 歳 32 71.9% 28.1% 23 8.7% 47.8% 21.7% 4.3% 17.4% 0.0% 78.3% 21.7% 

70 歳以上 72 68.1% 31.9% 49 10.2% 30.6% 26.5% 8.2% 22.4% 2.0% 67.3% 32.7% 

女
性 

18 歳～29 歳 15 46.7% 53.3% 7 14.3% 57.1% 28.6% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 

30 歳～39 歳 22 63.6% 36.4% 14 28.6% 28.6% 28.6% 14.3% 0.0% 0.0% 85.7% 14.3% 

40 歳～49 歳 45 68.9% 31.1% 31 12.9% 38.7% 35.5% 6.5% 6.5% 0.0% 87.1% 12.9% 

50 歳～59 歳 58 79.3% 20.7% 46 21.7% 28.3% 23.9% 8.7% 10.9% 6.5% 73.9% 26.1% 

60 歳～69 歳 37 67.6% 32.4% 25 4.0% 44.0% 36.0% 0.0% 12.0% 4.0% 84.0% 16.0% 

70 歳以上 92 69.6% 30.4% 64 20.3% 42.2% 14.1% 7.8% 10.9% 4.7% 76.6% 23.4% 

 

⚫ 全体でみると、「取組を知っている計」は 70.7％であり、そのうち「大いに思う」「ある程度思う」「どち

らかというと思う」を合わせた「思う計」は 76.9％となっている。 

⚫ 男女で比較すると、「思う計」は女性が高い。 

⚫ 年代別でみると、「取組を知っている計」は男性が「30 歳～39 歳」「70 歳以上」で全体よりも低い傾向が

みられる。女性は「50 歳～59 歳」が全体よりも高い傾向にあった。「思う計」は男性では「18 歳～29 

歳」「40 歳～49 歳」が高く、「30 歳～39 歳」が 55.6％と低い。女性は「18 歳～29 歳」「30 歳～39 

歳」「40 歳～49 歳」「60 歳～69 歳」が高くなった。 
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問５ あなたは、区内企業が地域の活動に寄与していると感じますか。〈１つだけ〉 

 

  回答者数 
大いに感
じる 

ある程度
感じる 

どちらか
というと
感じる 

どちらか
というと
感じない 

あまり感
じない 

全く感じ
ない 

感じる計 
感じない

計 

全体 498 8.6% 27.5% 22.7% 18.1% 16.7% 6.4% 58.8% 41.2% 

性
別 

男性 191 7.3% 24.1% 19.9% 20.4% 22.5% 5.8% 51.3% 48.7% 

女性 271 10.3% 27.7% 25.8% 17.0% 13.7% 5.5% 63.8% 36.2% 

男
性 

18 歳～29 歳 15 0.0% 13.3% 13.3% 33.3% 20.0% 20.0% 26.7% 73.3% 

30 歳～39 歳 14 7.1% 21.4% 21.4% 28.6% 21.4% 0.0% 50.0% 50.0% 

40 歳～49 歳 22 9.1% 9.1% 27.3% 22.7% 18.2% 13.6% 45.5% 54.5% 

50 歳～59 歳 33 12.1% 30.3% 12.1% 27.3% 15.2% 3.0% 54.5% 45.5% 

60 歳～69 歳 33 9.1% 33.3% 18.2% 9.1% 21.2% 9.1% 60.6% 39.4% 

70 歳以上 74 5.4% 24.3% 23.0% 17.6% 28.4% 1.4% 52.7% 47.3% 

女
性 

18 歳～29 歳 15 6.7% 20.0% 26.7% 13.3% 13.3% 20.0% 53.3% 46.7% 

30 歳～39 歳 22 22.7% 18.2% 13.6% 27.3% 13.6% 4.5% 54.5% 45.5% 

40 歳～49 歳 45 13.3% 28.9% 31.1% 4.4% 15.6% 6.7% 73.3% 26.7% 

50 歳～59 歳 58 8.6% 25.9% 29.3% 17.2% 13.8% 5.2% 63.8% 36.2% 

60 歳～69 歳 37 0.0% 24.3% 35.1% 24.3% 13.5% 2.7% 59.5% 40.5% 

70 歳以上 94 11.7% 33.0% 20.2% 18.1% 12.8% 4.3% 64.9% 35.1% 

 

⚫ 全体でみると、「感じる計」が 58.8％で、「感じない計」の 41.2％を上回る。 

⚫ 性別でみると、「感じる計」は女性の方が 12.5ポイント高い。 

⚫ 年代別でみると、男性は「60 歳～69 歳」が最も高く、「18 歳～29 歳」が最も低い。女性は「40 歳～49 

歳」で 70％以上と高くなった。 
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ものづくり 

感じる計 
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問６ あなたは、学校体育施設開放事業（※）が大正区（各校下）における生涯スポー

ツの振興に役立っていると感じますか。〈１つだけ〉 
（※）大阪市立の小・中学校の運動場や体育館などの体育施設を学校教育に支障のない範囲で地
域に開放し、地域住民に継続的にスポーツ活動の場や機会を提供する事業 

 

  回答者数 
大いに感
じる 

ある程度
感じる 

どちらか
というと
感じる 

どちらか
というと
感じない 

あまり感
じない 

全く感じ
ない 

感じる計 
感じない

計 

全体 485 16.3% 29.1% 22.9% 13.4% 12.0% 6.4% 68.2% 31.8% 

性
別 

男性 183 16.9% 25.7% 21.9% 15.8% 15.3% 4.4% 64.5% 35.5% 

女性 268 16.0% 31.3% 23.9% 11.2% 10.4% 7.1% 71.3% 28.7% 

男
性 

18 歳～29 歳 15 13.3% 26.7% 6.7% 26.7% 13.3% 13.3% 46.7% 53.3% 

30 歳～39 歳 14 28.6% 28.6% 14.3% 14.3% 14.3% 0.0% 71.4% 28.6% 

40 歳～49 歳 22 18.2% 22.7% 27.3% 18.2% 13.6% 0.0% 68.2% 31.8% 

50 歳～59 歳 33 24.2% 15.2% 36.4% 12.1% 6.1% 6.1% 75.8% 24.2% 

60 歳～69 歳 31 12.9% 29.0% 19.4% 16.1% 19.4% 3.2% 61.3% 38.7% 

70 歳以上 68 13.2% 29.4% 19.1% 14.7% 19.1% 4.4% 61.8% 38.2% 

女
性 

18 歳～29 歳 15 13.3% 20.0% 33.3% 20.0% 0.0% 13.3% 66.7% 33.3% 

30 歳～39 歳 21 33.3% 9.5% 23.8% 9.5% 9.5% 14.3% 66.7% 33.3% 

40 歳～49 歳 45 11.1% 42.2% 13.3% 6.7% 11.1% 15.6% 66.7% 33.3% 

50 歳～59 歳 58 13.8% 27.6% 36.2% 8.6% 10.3% 3.4% 77.6% 22.4% 

60 歳～69 歳 38 13.2% 21.1% 31.6% 10.5% 18.4% 5.3% 65.8% 34.2% 

70 歳以上 91 17.6% 39.6% 16.5% 14.3% 8.8% 3.3% 73.6% 26.4% 

 

 

⚫ 全体でみると、「感じる計」が 68.2％で、「感じない計」の 31.8％を上回る。 

⚫ 性別でみると、「感じる計」は女性が高い。 

⚫ 年代別でみると、男性は「50 歳～59 歳」が最も高く、次いで「30 歳～39 歳」「40 歳～49 歳」の順で高

い一方、「18 歳～29歳」は低い。女性は「50 歳～59 歳」が最も高く、次いで「70 歳以上」の順で高い

一方、「60 歳～69 歳」は低くなった。 
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大正区の学校体育施設 
開放事業を紹介します！ 
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３．地域福祉について 

 

問７ あなたは、大正区が互いにつながり支え合うことにより、安心して暮ら

せるまちであると感じますか。〈１つだけ〉 

 

  回答者数 
大いに感
じる 

ある程度
感じる 

どちらか
というと
感じる 

どちらか
というと
感じない 

あまり感
じない 

全く感じ
ない 

感じる計 
感じない

計 

全体 490 9.6% 28.8% 27.6% 15.7% 14.5% 3.9% 65.9% 34.1% 

性
別 

男性 183 10.9% 23.0% 32.2% 18.6% 13.1% 2.2% 66.1% 33.9% 

女性 273 8.8% 31.5% 25.6% 13.9% 15.8% 4.4% 65.9% 34.1% 

男
性 

18 歳～29 歳 15 20.0% 6.7% 40.0% 20.0% 6.7% 6.7% 66.7% 33.3% 

30 歳～39 歳 14 7.1% 14.3% 42.9% 21.4% 14.3% 0.0% 64.3% 35.7% 

40 歳～49 歳 22 4.5% 22.7% 31.8% 18.2% 13.6% 9.1% 59.1% 40.9% 

50 歳～59 歳 33 12.1% 15.2% 39.4% 15.2% 15.2% 3.0% 66.7% 33.3% 

60 歳～69 歳 32 12.5% 18.8% 37.5% 21.9% 9.4% 0.0% 68.8% 31.3% 

70 歳以上 67 10.4% 34.3% 22.4% 17.9% 14.9% 0.0% 67.2% 32.8% 

女
性 

18 歳～29 歳 15 20.0% 33.3% 33.3% 13.3% 0.0% 0.0% 86.7% 13.3% 

30 歳～39 歳 22 13.6% 18.2% 36.4% 9.1% 18.2% 4.5% 68.2% 31.8% 

40 歳～49 歳 45 6.7% 24.4% 31.1% 13.3% 17.8% 6.7% 62.2% 37.8% 

50 歳～59 歳 58 5.2% 29.3% 13.8% 24.1% 20.7% 6.9% 48.3% 51.7% 

60 歳～69 歳 38 0.0% 34.2% 34.2% 10.5% 13.2% 7.9% 68.4% 31.6% 

70 歳以上 95 12.6% 37.9% 23.2% 10.5% 14.7% 1.1% 73.7% 26.3% 

 

 

⚫ 全体でみると、「感じる計」は 65.9％と、「感じない計」の 34.1％を上回る。 

⚫ 男女別でみると、「感じる計」は男女における大きな差はない。 

⚫ 年代別でみると、男性では「60 歳～69 歳」が最も多く、次いで「70 歳以上」の順に続く。「40 歳～49 

歳」は全体よりも低い傾向がみられる。女性では「18 歳～29 歳」が最も高く、次いで「70 歳以上」「60 

歳～69 歳」と続く。「40 歳～49 歳」「50 歳～59 歳」は全体よりも低い傾向がみられる。 
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大正区地域福祉ビジョン 
Ver.2.1 を策定しました！ 
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問８ あなたは、大正区が高齢者・障がいのある人の権利が守られ、暮らしやすいまちであると感じますか。

〈１つだけ〉 

 
高齢者の人権についての相談 

 
障がいのある方の 
人権についての相談 

 
身体障がい者 
相談員制度 

 
知的障がい者 
相談員制度 

 

  回答者数 
大いに感
じる 

ある程度
感じる 

どちらか
というと
感じる 

どちらか
というと
感じない 

あまり感
じない 

全く感じ
ない 

感じる計 
感じない

計 

全体 492 7.3% 25.2% 30.9% 16.3% 15.7% 4.7% 63.4% 36.6% 

性
別 

男性 183 7.1% 24.0% 30.6% 19.7% 15.8% 2.7% 61.7% 38.3% 

女性 274 6.6% 25.5% 32.1% 15.0% 16.1% 4.7% 64.2% 35.8% 

男
性 

18 歳～29 歳 15 20.0% 6.7% 26.7% 13.3% 20.0% 13.3% 53.3% 46.7% 

30 歳～39 歳 14 0.0% 35.7% 21.4% 28.6% 14.3% 0.0% 57.1% 42.9% 

40 歳～49 歳 22 4.5% 31.8% 27.3% 9.1% 22.7% 4.5% 63.6% 36.4% 

50 歳～59 歳 33 6.1% 21.2% 39.4% 21.2% 6.1% 6.1% 66.7% 33.3% 

60 歳～69 歳 32 9.4% 9.4% 37.5% 25.0% 18.8% 0.0% 56.3% 43.8% 

70 歳以上 67 6.0% 31.3% 26.9% 19.4% 16.4% 0.0% 64.2% 35.8% 

女
性 

18 歳～29 歳 15 6.7% 33.3% 26.7% 20.0% 13.3% 0.0% 66.7% 33.3% 

30 歳～39 歳 22 9.1% 22.7% 40.9% 18.2% 4.5% 4.5% 72.7% 27.3% 

40 歳～49 歳 45 4.4% 17.8% 44.4% 13.3% 15.6% 4.4% 66.7% 33.3% 

50 歳～59 歳 58 1.7% 27.6% 24.1% 20.7% 19.0% 6.9% 53.4% 46.6% 

60 歳～69 歳 38 0.0% 15.8% 31.6% 26.3% 15.8% 10.5% 47.4% 52.6% 

70 歳以上 96 12.5% 31.3% 30.2% 6.3% 17.7% 2.1% 74.0% 26.0% 

 

 

⚫ 全体でみると、「感じる計」は 63.4％と、「感じない計」の 36.6％を上回る。 

⚫ 男女別でみると、「感じる計」は女性が高い。 

⚫ 年代別でみると、男性では「50 歳～59 歳」が最も高く、次いで「70 歳以上」と続く。「40 歳～49 歳」

は 63.6％と全体と同等程度の結果であるが、「18 歳～29 歳」は 53.3％と低い傾向がみられる。女性では

「70 歳以上」が最も高い結果が出ている一方、「50 歳～59 歳」「60 歳～69 歳」は全体と比べて低い傾向

がみられる。 
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問９ 大正区では、各地域で要援護者(身体障がい者や要介護者等)の見守り体制

づくりに取り組んでいます。あなたは、要援護者の地域による日ごろの見

守り活動が、安心して暮らせるまちにつながっていると感じますか。〈１つ

だけ〉 

 

  
回答者
数 

取組を
知って
いる計 

取組を
知らな
い計 

取組を知っている 

回答数 
大いに
感じる 

ある程
度感じ
る 

どちら
かとい
うと感
じる 

どちら
かとい
うと感
じない 

あまり
感じな
い 

全く感
じない 

感じる
計 

感じな
い計 

全体 499 82.8% 17.2% 413 9.0% 24.7% 30.8% 15.5% 16.7% 3.4% 64.4% 35.6% 

性
別 

男性 190 84.2% 15.8% 160 5.0% 24.4% 30.0% 18.8% 18.1% 3.8% 59.4% 40.6% 

女性 274 82.1% 17.9% 225 10.7% 24.0% 32.0% 14.2% 16.4% 2.7% 66.7% 33.3% 

男
性 

18 歳～29 歳 15 80.0% 20.0% 12 25.0% 8.3% 25.0% 33.3% 0.0% 8.3% 58.3% 41.7% 

30 歳～39 歳 14 78.6% 21.4% 11 0.0% 18.2% 36.4% 36.4% 0.0% 9.1% 54.5% 45.5% 

40 歳～49 歳 22 77.3% 22.7% 17 0.0% 23.5% 52.9% 17.6% 5.9% 0.0% 76.5% 23.5% 

50 歳～59 歳 33 84.8% 15.2% 28 3.6% 28.6% 28.6% 10.7% 25.0% 3.6% 60.7% 39.3% 

60 歳～69 歳 33 87.9% 12.1% 29 3.4% 20.7% 27.6% 17.2% 27.6% 3.4% 51.7% 48.3% 

70 歳以上 73 86.3% 13.7% 63 4.8% 28.6% 25.4% 17.5% 20.6% 3.2% 58.7% 41.3% 

女
性 

18 歳～29 歳 15 86.7% 13.3% 13 7.7% 30.8% 38.5% 7.7% 15.4% 0.0% 76.9% 23.1% 

30 歳～39 歳 21 71.4% 28.6% 15 13.3% 26.7% 26.7% 20.0% 13.3% 0.0% 66.7% 33.3% 

40 歳～49 歳 45 73.3% 26.7% 33 12.1% 18.2% 39.4% 12.1% 12.1% 6.1% 69.7% 30.3% 

50 歳～59 歳 58 84.5% 15.5% 49 8.2% 16.3% 42.9% 10.2% 20.4% 2.0% 67.3% 32.7% 

60 歳～69 歳 38 78.9% 21.1% 30 3.3% 16.7% 26.7% 36.7% 13.3% 3.3% 46.7% 53.3% 

70 歳以上 97 87.6% 12.4% 85 14.1% 31.8% 24.7% 9.4% 17.6% 2.4% 70.6% 29.4% 

 

 

⚫ 全体でみると、「感じる計」は 64.4％と、「感じない計」の 35.6％を上回る。 

⚫ 男女別でみると、「感じる計」は女性が高い。 

⚫ 年代別でみると、男性では「40 歳～49 歳」が最も高い一方、ほかの年代では全体と比べて低い傾向がみ

られる。女性では「18 歳～29 歳」が最も高い結果が出ている一方、「60 歳～69 歳」は全体と比べて低い

傾向がみられる。 
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地域における見守りネット 
ワークづくりを進めています 

感じる計 
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問１０ あなたは、大正区において高齢者の居場所づくりや高齢者の困りごとに対応する仕組みがあると感じま

すか。〈１つだけ〉 

  回答者数 
大いに感
じる 

ある程度
感じる 

どちらか
というと
感じる 

どちらか
というと
感じない 

あまり感
じない 

全く感じ
ない 

感じる計 
感じない

計 

全体 499 4.6% 21.8% 28.3% 20.0% 17.2% 8.0% 54.7% 45.3% 

性
別 

男性 189 2.6% 20.1% 28.0% 22.2% 19.6% 7.4% 50.8% 49.2% 

女性 275 6.2% 22.2% 28.4% 19.6% 17.1% 6.5% 56.7% 43.3% 

男
性 

18 歳～29 歳 15 20.0% 6.7% 26.7% 20.0% 20.0% 6.7% 53.3% 46.7% 

30 歳～39 歳 14 0.0% 28.6% 14.3% 35.7% 7.1% 14.3% 42.9% 57.1% 

40 歳～49 歳 22 0.0% 18.2% 45.5% 9.1% 22.7% 4.5% 63.6% 36.4% 

50 歳～59 歳 33 0.0% 18.2% 39.4% 18.2% 18.2% 6.1% 57.6% 42.4% 

60 歳～69 歳 33 0.0% 18.2% 24.2% 24.2% 24.2% 9.1% 42.4% 57.6% 

70 歳以上 72 2.8% 23.6% 22.2% 25.0% 19.4% 6.9% 48.6% 51.4% 

女
性 

18 歳～29 歳 15 6.7% 26.7% 20.0% 33.3% 13.3% 0.0% 53.3% 46.7% 

30 歳～39 歳 22 4.5% 31.8% 31.8% 18.2% 9.1% 4.5% 68.2% 31.8% 

40 歳～49 歳 45 4.4% 22.2% 31.1% 8.9% 22.2% 11.1% 57.8% 42.2% 

50 歳～59 歳 58 3.4% 24.1% 27.6% 17.2% 22.4% 5.2% 55.2% 44.8% 

60 歳～69 歳 38 0.0% 10.5% 26.3% 36.8% 15.8% 10.5% 36.8% 63.2% 

70 歳以上 97 11.3% 22.7% 28.9% 17.5% 14.4% 5.2% 62.9% 37.1% 

 

⚫ 全体でみると、「感じる計」は 54.7％、「感じない計」は 45.3％であった。 

⚫ 男女別でみると、「感じる計」は女性(56.7％)の方が男性(50.8％)よりも上回る。 

⚫ 年代別でみると、男性は「40 歳～49 歳」の「感じる計」が最も多い。また、女性は「30 歳～39 歳」の

「感じる計」が最も多い。一方で男性は「18 歳～29 歳」「30 歳～39 歳」「60 歳～69 歳」「70 歳以上」、

女性は「18 歳～29 歳」「60 歳～69 歳」で全体よりも低い数値が出ている。 
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問１１ 高齢者や障がいのある人への虐待の相談先として大正区保健

福祉センターや、認知症の相談先として大正区済生会オレン

ジチーム等がありますが、あなたは高齢者・障がいのある人

への虐待や認知症についてどこに相談すればよいかを知って

いますか。〈１つだけ〉 

 

  回答者数 
両方とも
知ってい

る 

虐待に対
する相談
先を知っ
ている
が、認知
症に対す
る相談先
は知らな

い 

虐待に対
する相談
先は知ら
ないが、
認知症に
対する相
談先は知
っている 

両方とも
知らない 

虐待に対
する相談
先を知っ
ている計 

認知症に
対する相
談先を知
っている

計 

全体 497 15.9% 7.8% 6.6% 69.6% 23.7% 22.5% 

性
別 

男性 189 11.6% 9.0% 5.8% 73.5% 20.6% 17.5% 
女性 274 18.2% 8.0% 8.0% 65.7% 26.3% 26.3% 

男
性 

18 歳～29 歳 15 6.7% 13.3% 0.0% 80.0% 20.0% 6.7% 
30 歳～39 歳 14 7.1% 21.4% 7.1% 64.3% 28.6% 14.3% 
40 歳～49 歳 22 4.5% 9.1% 0.0% 86.4% 13.6% 4.5% 
50 歳～59 歳 33 6.1% 6.1% 6.1% 81.8% 12.1% 12.1% 
60 歳～69 歳 32 18.8% 3.1% 0.0% 78.1% 21.9% 18.8% 

70 歳以上 73 15.1% 9.6% 11.0% 64.4% 24.7% 26.0% 

女
性 

18 歳～29 歳 15 13.3% 6.7% 0.0% 80.0% 20.0% 13.3% 
30 歳～39 歳 22 13.6% 13.6% 0.0% 72.7% 27.3% 13.6% 
40 歳～49 歳 45 11.1% 17.8% 2.2% 68.9% 28.9% 13.3% 
50 歳～59 歳 58 19.0% 5.2% 5.2% 70.7% 24.1% 24.1% 
60 歳～69 歳 38 28.9% 7.9% 13.2% 50.0% 36.8% 42.1% 

70 歳以上 96 18.8% 4.2% 13.5% 63.5% 22.9% 32.3% 

 

⚫ 全体でみると、「虐待に対する相談先を知っている計」は 23.7％、「認知症に対する相談先を知っている

計」は 22.5％であり、「両方とも知らない」は 69.6％であった。 

⚫ 男女別で見た場合、「虐待に対する相談先を知っている計」「認知症に対する相談先を知っている計」共に

女性の方が男性を上回っている。 

⚫ 年代別で見た場合、男性は「30 歳～39 歳」「70 歳以上」、女性は 60 歳以上の年代の方が知っている人が

多くなる傾向がみられる。 
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問１２ あなたは、高齢者やその家族が住み慣れた地域で安心して暮らし続けることが

できるようにさまざまな相談や支援を行っている地域包括支援センターを知っ

ていますか。〈１つだけ〉 

 

  回答者数 知っている 知らない 

全体 490 43.3% 56.7% 

性
別 

男性 185 35.1% 64.9% 

女性 272 49.6% 50.4% 

男
性 

18 歳～29 歳 15 26.7% 73.3% 

30 歳～39 歳 14 28.6% 71.4% 

40 歳～49 歳 22 13.6% 86.4% 

50 歳～59 歳 33 30.3% 69.7% 

60 歳～69 歳 31 35.5% 64.5% 

70 歳以上 70 47.1% 52.9% 

女
性 

18 歳～29 歳 15 26.7% 73.3% 

30 歳～39 歳 22 27.3% 72.7% 

40 歳～49 歳 45 48.9% 51.1% 

50 歳～59 歳 57 49.1% 50.9% 

60 歳～69 歳 38 57.9% 42.1% 

70 歳以上 95 55.8% 44.2% 

 

 

⚫ 全体でみると、「知っている」は 43.3％であり、「知らない」の 56.7％よりも下回る。 

⚫ 男女別でみると、女性(49.6％)の方が男性(35.1％)よりも知っている人が多くみられる。 

⚫ 年代別でみると、男性は「70 歳以上」が最も知っている人が多い一方、「40 歳～49 歳」のように知って

いる人がほとんど見られない年代も見られる。女性は「60 歳～69 歳」が最も高く、40 歳未満の年代の方

の知っている割合が全体より低い。 
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問１３ あなたは、「地域の人や社会」に支えられることにより、以前より子育てがしやすくなったと感じます

か。〈１つだけ〉 

  回答者数 
大いに感
じる 

ある程度
感じる 

どちらか
というと
感じる 

どちらか
というと
感じない 

あまり感
じない 

全く感じ
ない 

感じる計 
感じない

計 

全体 449 2.9% 16.5% 24.3% 20.5% 25.4% 10.5% 43.7% 56.3% 

性
別 

男性 175 3.4% 14.3% 24.0% 21.7% 26.3% 10.3% 41.7% 58.3% 

女性 245 2.9% 18.0% 25.7% 19.2% 24.9% 9.4% 46.5% 53.5% 

男
性 

18 歳～29 歳 14 0.0% 14.3% 7.1% 14.3% 35.7% 28.6% 21.4% 78.6% 

30 歳～39 歳 14 0.0% 28.6% 14.3% 21.4% 14.3% 21.4% 42.9% 57.1% 

40 歳～49 歳 21 4.8% 9.5% 38.1% 19.0% 14.3% 14.3% 52.4% 47.6% 

50 歳～59 歳 33 0.0% 12.1% 24.2% 27.3% 24.2% 12.1% 36.4% 63.6% 

60 歳～69 歳 28 10.7% 0.0% 25.0% 21.4% 39.3% 3.6% 35.7% 64.3% 

70 歳以上 65 3.1% 20.0% 24.6% 21.5% 26.2% 4.6% 47.7% 52.3% 

女
性 

18 歳～29 歳 15 0.0% 6.7% 13.3% 26.7% 46.7% 6.7% 20.0% 80.0% 

30 歳～39 歳 21 4.8% 14.3% 23.8% 14.3% 23.8% 19.0% 42.9% 57.1% 

40 歳～49 歳 44 4.5% 18.2% 13.6% 27.3% 22.7% 13.6% 36.4% 63.6% 

50 歳～59 歳 56 1.8% 16.1% 26.8% 25.0% 21.4% 8.9% 44.6% 55.4% 

60 歳～69 歳 37 0.0% 16.2% 29.7% 24.3% 21.6% 8.1% 45.9% 54.1% 

70 歳以上 72 4.2% 23.6% 33.3% 6.9% 26.4% 5.6% 61.1% 38.9% 

 

 

⚫ 全体でみると、「感じる計」は 43.7％、「感じない計」は 56.3％となっている。 

⚫ 性別でみると、「感じる計」は女性の方が男性よりも 5ポイント程上回り、全体と比較しても若干高い。 

⚫ 年代別でみると、男女ともに「18 歳～29 歳」は全体と比較して低くなっている。加えて男性では「30 歳

～39 歳」「50 歳～59 歳」「60 歳～69 歳」が全体よりやや低いが、他の年代は全体と比較して若干高い。

女性では「70 歳以上」が最も高く、次いで「60 歳～69歳」「50 歳～59歳」の順で高い。 
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４．健康づくりについて 

 

問１４ あなたは、万一治る見込みがない病気になった場合のことを考えることがありますか。〈１つだけ〉 

  回答者数 ある ない 

全体 490 73.5% 26.5% 

性
別 

男性 182 71.4% 28.6% 

女性 274 74.5% 25.5% 

男
性 

18 歳～29 歳 15 66.7% 33.3% 

30 歳～39 歳 14 64.3% 35.7% 

40 歳～49 歳 22 77.3% 22.7% 

50 歳～59 歳 32 65.6% 34.4% 

60 歳～69 歳 30 76.7% 23.3% 

70 歳以上 69 72.5% 27.5% 

女
性 

18 歳～29 歳 15 33.3% 66.7% 

30 歳～39 歳 22 72.7% 27.3% 

40 歳～49 歳 45 66.7% 33.3% 

50 歳～59 歳 58 77.6% 22.4% 

60 歳～69 歳 38 86.8% 13.2% 

70 歳以上 96 78.1% 21.9% 

 

 

⚫ 全体でみると、「ある」は 73.5％で、「ない」の 26.5％を上回る。 

⚫ 男女別でみると、考えたことがある割合は女性(74.5％)の方が男性(71.4％)よりも上回る。 

⚫ 年代別でみると、男性は「40 歳～49 歳」が最も多く、次いで「60 歳～69 歳」「70 歳以上」と続く。女

性は「60 歳～69 歳」が最も多く、次いで「70 歳以上」「50 歳～59 歳」と続く。 
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問１５ あなたは、人生の最終段階における医療、療養に関して、家族や医療介護関係者等と話し合っています

か。〈１つだけ〉 

  回答者数 
大いに話
し合って
いる 

ある程度
話し合っ
ている 

どちらか
というと
話し合っ
ている 

どちらか
というと
話し合っ
ていない 

あまり話
し合って
いない 

全く話し
合ってい
ない 

話し合っ
ている計 

話し合っ
ていない

計 

全体 490 4.1% 14.9% 16.5% 14.3% 22.4% 27.8% 35.5% 64.5% 

性
別 

男性 184 2.7% 10.9% 17.4% 12.5% 20.1% 36.4% 31.0% 69.0% 

女性 272 4.8% 17.3% 15.8% 14.7% 25.4% 22.1% 37.9% 62.1% 

男
性 

18 歳～29 歳 15 6.7% 6.7% 6.7% 6.7% 33.3% 40.0% 20.0% 80.0% 

30 歳～39 歳 14 0.0% 21.4% 21.4% 0.0% 0.0% 57.1% 42.9% 57.1% 

40 歳～49 歳 22 9.1% 0.0% 9.1% 13.6% 18.2% 50.0% 18.2% 81.8% 

50 歳～59 歳 33 3.0% 15.2% 21.2% 9.1% 24.2% 27.3% 39.4% 60.6% 

60 歳～69 歳 31 0.0% 9.7% 12.9% 12.9% 19.4% 45.2% 22.6% 77.4% 

70 歳以上 69 1.4% 11.6% 21.7% 17.4% 20.3% 27.5% 34.8% 65.2% 

女
性 

18 歳～29 歳 15 0.0% 0.0% 13.3% 6.7% 40.0% 40.0% 13.3% 86.7% 

30 歳～39 歳 22 9.1% 9.1% 22.7% 22.7% 9.1% 27.3% 40.9% 59.1% 

40 歳～49 歳 45 6.7% 8.9% 17.8% 17.8% 17.8% 31.1% 33.3% 66.7% 

50 歳～59 歳 57 1.8% 15.8% 12.3% 17.5% 38.6% 14.0% 29.8% 70.2% 

60 歳～69 歳 38 2.6% 21.1% 13.2% 21.1% 15.8% 26.3% 36.8% 63.2% 

70 歳以上 95 6.3% 25.3% 16.8% 8.4% 26.3% 16.8% 48.4% 51.6% 

 

 

⚫ 全体でみると、「話し合っている計」は 35.5％、「話し合っていない計」は 64.5％であった。 

⚫ 男女別でみると、「話し合っている計」は女性(37.9％)の方が男性(31.0％)を上回る。 

⚫ 年代別でみると、「話し合っている計」は男性では「30 歳～39 歳」が最も多い。女性では「70 歳以上」

が多くなり、次いで「30 歳～39 歳」と続く。男女ともに「18 歳～29 歳」「40 歳～49 歳」は全体よりも

少なくなっている。 
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問１６ あなたは、こころの健康を保つための方法を知っていますか。〈１つだけ〉 

 

  回答者数 
大いに知
っている 

ある程度
知ってい

る 

どちらか
というと
知ってい

る 

どちらか
というと
知らない 

あまり 
知らない 

全く 
知らない 

知ってい
る計 

知らない
計 

全体 500 6.4% 26.2% 27.6% 13.0% 18.4% 8.4% 60.2% 39.8% 

性
別 

男性 189 6.3% 24.9% 25.9% 11.1% 20.6% 11.1% 57.1% 42.9% 

女性 275 6.5% 26.5% 28.4% 15.3% 17.1% 6.2% 61.5% 38.5% 

男
性 

18 歳～29 歳 15 13.3% 6.7% 6.7% 20.0% 26.7% 26.7% 26.7% 73.3% 

30 歳～39 歳 14 7.1% 35.7% 14.3% 7.1% 28.6% 7.1% 57.1% 42.9% 

40 歳～49 歳 22 9.1% 22.7% 45.5% 0.0% 18.2% 4.5% 77.3% 22.7% 

50 歳～59 歳 33 12.1% 15.2% 30.3% 12.1% 18.2% 12.1% 57.6% 42.4% 

60 歳～69 歳 32 3.1% 37.5% 25.0% 9.4% 12.5% 12.5% 65.6% 34.4% 

70 歳以上 73 2.7% 26.0% 24.7% 13.7% 23.3% 9.6% 53.4% 46.6% 

女
性 

18 歳～29 歳 15 6.7% 40.0% 20.0% 13.3% 13.3% 6.7% 66.7% 33.3% 

30 歳～39 歳 22 13.6% 31.8% 40.9% 9.1% 0.0% 4.5% 86.4% 13.6% 

40 歳～49 歳 45 6.7% 26.7% 31.1% 11.1% 22.2% 2.2% 64.4% 35.6% 

50 歳～59 歳 58 5.2% 24.1% 31.0% 25.9% 8.6% 5.2% 60.3% 39.7% 

60 歳～69 歳 38 7.9% 26.3% 31.6% 13.2% 18.4% 2.6% 65.8% 34.2% 

70 歳以上 97 5.2% 24.7% 22.7% 13.4% 23.7% 10.3% 52.6% 47.4% 

 

 

⚫ 全体でみると、「知っている計」は 60.2％であり、「知らない計」の 39.8％を上回る。 

⚫ 男女別でみると、女性(61.5％)の方が男性(57.1％)よりも 4.4ポイント上回る。 

⚫ 年代別でみると、男性は「40 歳～49 歳」が最も高く、「18 歳～29 歳」が最も低い。女性は「30 歳～39 

歳」が最も高く、次いで「18 歳～29 歳」「60 歳～69 歳」の順で続く 。 
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問１７ あなたは、自分自身や家族の健康維持・増進に取り組んで

いますか。〈１つだけ〉 

 

  回答者数 
大いに取
り組んで
いる 

ある程度
取り組ん
でいる 

どちらか
というと
取り組ん
でいる 

どちらか
というと
取り組ん
でいない 

あまり取
り組んで
いない 

全く取り
組んでい
ない 

取り組ん
でいる計 

取り組ん
でいない

計 

全体 500 12.0% 29.8% 29.8% 13.0% 9.8% 5.6% 71.6% 28.4% 

性
別 

男性 188 10.1% 29.8% 28.2% 13.8% 11.7% 6.4% 68.1% 31.9% 

女性 276 12.0% 29.0% 32.6% 13.0% 9.4% 4.0% 73.6% 26.4% 

男
性 

18 歳～29 歳 15 20.0% 13.3% 20.0% 13.3% 26.7% 6.7% 53.3% 46.7% 

30 歳～39 歳 14 7.1% 28.6% 28.6% 14.3% 14.3% 7.1% 64.3% 35.7% 

40 歳～49 歳 22 4.5% 22.7% 45.5% 22.7% 4.5% 0.0% 72.7% 27.3% 

50 歳～59 歳 33 15.2% 21.2% 30.3% 12.1% 18.2% 3.0% 66.7% 33.3% 

60 歳～69 歳 32 3.1% 34.4% 21.9% 15.6% 9.4% 15.6% 59.4% 40.6% 

70 歳以上 72 11.1% 37.5% 26.4% 11.1% 8.3% 5.6% 75.0% 25.0% 

女
性 

18 歳～29 歳 15 6.7% 20.0% 20.0% 33.3% 20.0% 0.0% 46.7% 53.3% 

30 歳～39 歳 22 27.3% 22.7% 22.7% 18.2% 0.0% 9.1% 72.7% 27.3% 

40 歳～49 歳 45 2.2% 35.6% 24.4% 13.3% 20.0% 4.4% 62.2% 37.8% 

50 歳～59 歳 58 5.2% 20.7% 50.0% 13.8% 6.9% 3.4% 75.9% 24.1% 

60 歳～69 歳 38 15.8% 31.6% 26.3% 18.4% 2.6% 5.3% 73.7% 26.3% 

70 歳以上 98 16.3% 32.7% 32.7% 6.1% 9.2% 3.1% 81.6% 18.4% 

 

 

⚫ 全体でみると、「取り組んでいる計」は 71.6％と、「取り組んでいない計」の 28.4％を大きく上回る。 

⚫ 男女別でみると、女性(73.6％)の方が男性(68.1％)よりも上回る。 

⚫ 年代別でみると、男女ともに「70 歳以上」が最も多い。男性は他にも「40 歳～49 歳」が全体よりも高

く、女性は「18 歳～29 歳」「40 歳～49 歳」を除いた年代で全体よりも高い数値が出ている。 
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24 

問１８ あなたは、歯・口腔の健康の増進について意識していますか。〈１つだけ〉 

 

  回答者数 
大いに意
識してい

る 

ある程度
意識して
いる 

どちらか
というと
意識して
いる 

どちらか
というと
意識して
いない 

あまり意
識してい
ない 

全く意識
していな

い 

意識して
いる計 

意識して
いない計 

全体 502 24.9% 36.7% 23.7% 6.8% 6.4% 1.6% 85.3% 14.7% 

性
別 

男性 189 20.6% 34.9% 26.5% 6.9% 8.5% 2.6% 82.0% 18.0% 

女性 277 27.4% 36.8% 22.7% 7.2% 4.7% 1.1% 87.0% 13.0% 

男
性 

18 歳～29 歳 15 26.7% 13.3% 26.7% 20.0% 6.7% 6.7% 66.7% 33.3% 

30 歳～39 歳 14 14.3% 35.7% 21.4% 0.0% 21.4% 7.1% 71.4% 28.6% 

40 歳～49 歳 22 9.1% 31.8% 36.4% 13.6% 9.1% 0.0% 77.3% 22.7% 

50 歳～59 歳 33 24.2% 27.3% 33.3% 6.1% 9.1% 0.0% 84.8% 15.2% 

60 歳～69 歳 32 15.6% 46.9% 28.1% 6.3% 0.0% 3.1% 90.6% 9.4% 

70 歳以上 73 24.7% 38.4% 20.5% 4.1% 9.6% 2.7% 83.6% 16.4% 

女
性 

18 歳～29 歳 15 20.0% 20.0% 40.0% 13.3% 6.7% 0.0% 80.0% 20.0% 

30 歳～39 歳 22 36.4% 40.9% 18.2% 4.5% 0.0% 0.0% 95.5% 4.5% 

40 歳～49 歳 45 17.8% 33.3% 33.3% 8.9% 4.4% 2.2% 84.4% 15.6% 

50 歳～59 歳 58 27.6% 36.2% 22.4% 8.6% 3.4% 1.7% 86.2% 13.8% 

60 歳～69 歳 38 18.4% 50.0% 21.1% 5.3% 2.6% 2.6% 89.5% 10.5% 

70 歳以上 99 34.3% 35.4% 17.2% 6.1% 7.1% 0.0% 86.9% 13.1% 

 

 

⚫ 全体でみると、「意識している計」は 85.3％と、「意識していない計」の 14.7％を大きく上回る。 

⚫ 男女別でみると、女性(87.0％)の方が男性(82.0％)を上回る。 

⚫ 年代別でみると、男性では「60 歳～69 歳」が最も高いが、ほかの年代では全体よりも低い傾向がみられ

る。女性では「30 歳～39 歳」が最も高く、次いで「60 歳～69 歳」「70 歳以上」と続く。 
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問１９ あなたは、介護予防や認知症予防に役立つ方法を知っていますか。〈１つだ

け〉 

 

  回答者数 
大いに知
っている 

ある程度
知ってい

る 

どちらか
というと
知ってい

る 

どちらか
というと
知らない 

あまり知
らない 

全く知ら
ない 

知ってい
る計 

知らない
計 

全体 501 6.2% 20.2% 23.2% 23.0% 19.8% 7.8% 49.5% 50.5% 

性
別 

男性 189 4.8% 18.0% 23.3% 19.0% 24.9% 10.1% 46.0% 54.0% 

女性 277 6.9% 21.7% 22.4% 26.7% 16.2% 6.1% 50.9% 49.1% 

男
性 

18 歳～29 歳 15 6.7% 0.0% 13.3% 13.3% 40.0% 26.7% 20.0% 80.0% 

30 歳～39 歳 14 0.0% 14.3% 7.1% 28.6% 28.6% 21.4% 21.4% 78.6% 

40 歳～49 歳 22 4.5% 13.6% 27.3% 18.2% 27.3% 9.1% 45.5% 54.5% 

50 歳～59 歳 33 9.1% 12.1% 24.2% 15.2% 36.4% 3.0% 45.5% 54.5% 

60 歳～69 歳 32 3.1% 28.1% 18.8% 31.3% 6.3% 12.5% 50.0% 50.0% 

70 歳以上 73 4.1% 21.9% 28.8% 15.1% 23.3% 6.8% 54.8% 45.2% 

女
性 

18 歳～29 歳 15 0.0% 6.7% 20.0% 40.0% 20.0% 13.3% 26.7% 73.3% 

30 歳～39 歳 22 18.2% 13.6% 18.2% 18.2% 13.6% 18.2% 50.0% 50.0% 

40 歳～49 歳 45 6.7% 11.1% 28.9% 31.1% 15.6% 6.7% 46.7% 53.3% 

50 歳～59 歳 58 6.9% 17.2% 24.1% 29.3% 17.2% 5.2% 48.3% 51.7% 

60 歳～69 歳 38 10.5% 31.6% 21.1% 18.4% 15.8% 2.6% 63.2% 36.8% 

70 歳以上 99 4.0% 29.3% 20.2% 26.3% 16.2% 4.0% 53.5% 46.5% 

 

 

⚫ 全体でみると、「知っている計」は 49.5％、「知らない計」は 50.5％とほぼ半々に分かれている。 

⚫ 男女別でみると、「知っている計」は女性(50.9％)の方が男性(46.0％)よりも上回る。 

⚫ 年代別でみると、男性では年齢が高くなるにつれて「知っている計」が高くなる傾向があり、「70 歳以

上」では 54.8％となっている。女性では「60 歳～69 歳」が最も多く、次いで「70 歳以上」「30 歳～39 

歳」と続く。 
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問２０ 大正区では生活習慣病予防や介護予防のため食育を推進しています。あなたは食生

活の改善（例：野菜を毎日食べる、朝食を食べる など）に取り組んでいますか。

〈１つだけ〉 

 

  回答者数 
改善して
６ヶ月 
以上 

改善して
６ヶ月 
未満 

改善する
計画・予
定である 

改善した
いが実行
できない 

改善する
必要がな
い、また
は関心が
ない 

取り組ん
でいる計 

全体 478 42.3% 5.4% 12.8% 27.6% 11.9% 47.7% 

性
別 

男性 180 38.3% 5.6% 16.7% 25.6% 13.9% 43.9% 
女性 265 45.3% 5.7% 10.6% 28.3% 10.2% 50.9% 

男
性 

18 歳～29 歳 15 6.7% 0.0% 13.3% 46.7% 33.3% 6.7% 
30 歳～39 歳 14 35.7% 0.0% 7.1% 28.6% 28.6% 35.7% 
40 歳～49 歳 22 40.9% 18.2% 9.1% 13.6% 18.2% 59.1% 
50 歳～59 歳 33 42.4% 6.1% 18.2% 30.3% 3.0% 48.5% 
60 歳～69 歳 32 37.5% 0.0% 28.1% 25.0% 9.4% 37.5% 

70 歳以上 64 43.8% 6.3% 15.6% 21.9% 12.5% 50.0% 

女
性 

18 歳～29 歳 14 28.6% 7.1% 7.1% 42.9% 14.3% 35.7% 
30 歳～39 歳 21 23.8% 4.8% 9.5% 33.3% 28.6% 28.6% 
40 歳～49 歳 43 34.9% 14.0% 9.3% 32.6% 9.3% 48.8% 
50 歳～59 歳 57 42.1% 3.5% 8.8% 28.1% 17.5% 45.6% 
60 歳～69 歳 38 50.0% 7.9% 15.8% 21.1% 5.3% 57.9% 

70 歳以上 92 57.6% 2.2% 10.9% 26.1% 3.3% 59.8% 

 

⚫ 全体でみると、「取り組んでいる計」は 47.7％であり、「改善して 6 ヶ月以上」の割合が多くを占める。ま

た、「改善したいが実行できない」が 27.6％となっている。 

⚫ 男女別でみると、「改善して 6 ヶ月未満」の部分に関しては全体と比較してほとんど違いは見られない

が、「改善する計画・予定である」「改善する必要がない、または関心がない」は男性の方が多く、「改善し

て 6 ヶ月以上」「改善したいが実行できない」は女性の方が多い。また、「取り組んでいる計」は 女性

(50.9％)の方が男性 (43.9％)よりも上回る。 

⚫ 年代別でみると、男性では「40 歳～49 歳」が「取り組んでいる計」が最も多く、次いで「70 歳以上」

「50 歳～59 歳」と続く。「取り組んでいる計」が最も少ない「18 歳～29 歳」では「改善したいが実行で

きない」が 46.7％となっている。女性では「70 歳以上」が「取り組んでいる計」が最も高い。「18 歳～

29 歳」の傾向は男性と似ているが、「改善して 6 ヶ月以上」の割合が男性より多くなっている 。 
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問２１ あなたは、食中毒予防のために家庭で意識して取り組んでいることがあります

か。〈複数回答可〉 

 

  

回
答
者
数 

調
理
時
に
は
必
ず 

手
洗
い
を
し
て
い
る 

包
丁
や
ま
な
板
は
、 

異
な
る
食
材
の
処
理 

ご
と
に
洗
浄
し
て
い
る 

食
材
ご
と
に
指
定
さ
れ
た 

保
存
方
法
を
守
っ
て
い
る 

消
費
期
限
の
過
ぎ
た 

食
品
は
食
べ
な
い 

加
熱
が
必
要
な
食
品
（
食
肉 

な
ど
）
は
中
心
の
色
が
変
わ
る 

ま
で
十
分
に
加
熱
し
て
い
る 

そ
の
他 

特
に
何
も 

取
り
組
ん
で
い
な
い 

全体 487 77.4% 56.1% 41.9% 50.1% 64.5% 2.1% 5.3% 
性
別 

男性 180 67.2% 37.8% 33.3% 47.2% 50.0% 1.1% 9.4% 
女性 272 84.6% 67.3% 48.2% 53.3% 76.1% 2.9% 2.6% 

男
性 

18 歳～29 歳 15 60.0% 33.3% 40.0% 46.7% 40.0% 0.0% 13.3% 
30 歳～39 歳 14 64.3% 21.4% 35.7% 35.7% 50.0% 0.0% 14.3% 
40 歳～49 歳 22 68.2% 40.9% 27.3% 31.8% 54.5% 0.0% 18.2% 
50 歳～59 歳 33 66.7% 33.3% 36.4% 45.5% 48.5% 3.0% 12.1% 
60 歳～69 歳 31 67.7% 45.2% 32.3% 45.2% 61.3% 3.2% 3.2% 

70 歳以上 65 69.2% 40.0% 32.3% 56.9% 46.2% 0.0% 6.2% 

女
性 

18 歳～29 歳 15 80.0% 46.7% 33.3% 33.3% 66.7% 0.0% 13.3% 
30 歳～39 歳 22 86.4% 54.5% 27.3% 50.0% 77.3% 0.0% 4.5% 
40 歳～49 歳 44 88.6% 68.2% 43.2% 43.2% 95.5% 9.1% 2.3% 
50 歳～59 歳 58 86.2% 70.7% 50.0% 60.3% 84.5% 1.7% 1.7% 
60 歳～69 歳 38 84.2% 78.9% 50.0% 57.9% 71.1% 0.0% 0.0% 

70 歳以上 95 82.1% 66.3% 55.8% 55.8% 65.3% 3.2% 2.1% 

 

⚫ 全体でみると、「調理時には必ず手洗いをしている」が 77.4％と最も多く、次いで「加熱が必要な食品

（食肉など）は中心の色が変わるまで十分に加熱している」(64.5％)、「包丁やまな板は、異なる食材の処

理ごとに洗浄している」(56.1％)と続く 。 

⚫ 男女別でみると、「特に何も取り組んでいない」を除いた項目すべてで女性の方が男性よりも高くなってい

る。 特に「包丁やまな板は、異なる食材の処理ごとに洗浄している」や「加熱が必要な食品（食肉など）

は中心の色が変わるまで十分に加熱している」の差は大きい。 

⚫ 年代別でみると、女性の「40 歳～49 歳」を除いて「調理時には必ず手洗いをしている」の割合が他の取

り組みと比べて最も多い。 
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問２２ あなたは、自分や家族が日常生活において、新型コロナウイルス感染症をは

じめとする感染症予防対策（手洗い、手指消毒等）を十分に行えています

か。〈１つだけ〉 

 

  回答者数 
大いにで
きている 

ある程度
できてい

る 

どちらか
というと
できてい

る 

どちらか
というと
できてい
ない 

あまりで
きていな

い 

全くでき
ていない 

できてい
る計 

できてい
ない計 

全体 487 21.1% 47.4% 23.0% 4.3% 3.3% 0.8% 91.6% 8.4% 

性
別 

男性 180 20.6% 45.0% 23.3% 6.7% 2.8% 1.7% 88.9% 11.1% 

女性 272 20.2% 50.0% 23.9% 2.9% 2.9% 0.0% 94.1% 5.9% 

男
性 

18 歳～29 歳 15 40.0% 26.7% 20.0% 13.3% 0.0% 0.0% 86.7% 13.3% 

30 歳～39 歳 14 21.4% 50.0% 21.4% 0.0% 7.1% 0.0% 92.9% 7.1% 

40 歳～49 歳 22 13.6% 36.4% 27.3% 4.5% 9.1% 9.1% 77.3% 22.7% 

50 歳～59 歳 33 12.1% 51.5% 18.2% 15.2% 0.0% 3.0% 81.8% 18.2% 

60 歳～69 歳 31 16.1% 38.7% 32.3% 9.7% 3.2% 0.0% 87.1% 12.9% 

70 歳以上 65 24.6% 50.8% 21.5% 1.5% 1.5% 0.0% 96.9% 3.1% 

女
性 

18 歳～29 歳 15 6.7% 53.3% 33.3% 6.7% 0.0% 0.0% 93.3% 6.7% 

30 歳～39 歳 22 22.7% 31.8% 40.9% 4.5% 0.0% 0.0% 95.5% 4.5% 

40 歳～49 歳 44 15.9% 36.4% 40.9% 4.5% 2.3% 0.0% 93.2% 6.8% 

50 歳～59 歳 58 17.2% 53.4% 25.9% 0.0% 3.4% 0.0% 96.6% 3.4% 

60 歳～69 歳 38 23.7% 52.6% 15.8% 5.3% 2.6% 0.0% 92.1% 7.9% 

70 歳以上 95 24.2% 56.8% 12.6% 2.1% 4.2% 0.0% 93.7% 6.3% 

 

 

⚫ 全体でみると、「できている計」は 91.6％と、「できていない計」の 8.4％を大きく上回る。 

⚫ 男女別でみると、女性(94.1％)の方が男性(88.9％)よりも上回る。 

⚫ 年代別でみると、男性では「70 歳以上」で最も高く、次いで「30 歳～39 歳」と続く。女性では「50 歳

～59 歳」が最も高く、全ての年代で全体を上回る。 
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感染症予防につとめましょう 
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問２３ あなたは、たばこを吸っていますか。〈１つだけ〉 

  回答者数 吸っている 吸っていない 

全体 498 16.1% 83.9% 

性
別 

男性 189 25.9% 74.1% 

女性 274 8.8% 91.2% 

男
性 

18 歳～29 歳 15 13.3% 86.7% 

30 歳～39 歳 14 28.6% 71.4% 

40 歳～49 歳 22 27.3% 72.7% 

50 歳～59 歳 34 38.2% 61.8% 

60 歳～69 歳 34 41.2% 58.8% 

70 歳以上 70 14.3% 85.7% 

女
性 

18 歳～29 歳 15 0.0% 100.0% 

30 歳～39 歳 22 9.1% 90.9% 

40 歳～49 歳 44 13.6% 86.4% 

50 歳～59 歳 58 13.8% 86.2% 

60 歳～69 歳 38 13.2% 86.8% 

70 歳以上 97 3.1% 96.9% 

 

 

⚫ 全体でみると、「吸っていない」が 83.9％で、「吸っている」の 16.1％を大きく上回る。 

⚫ 男女別でみると、男性の方が女性よりも「吸っている」人が多い。 

⚫ 年代別でみると、男性では「吸っている」人は「60 歳～69 歳」が最も多く、次いで「50 歳～59 歳」「30 

歳～39 歳」と続く。女性では「吸っている」人は「50 歳～59 歳」が最も多いが、すべての年代で全体よ

り低くなっている。 
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問２４ 「１．吸っている」と答えた方にお尋ねします。禁煙に関心があり

ますか。〈１つだけ〉 

 

  

回
答
者
数 

関
心
が
あ
り
、 

直
ち
に
禁
煙
し
よ
う
と 

考
え
て
い
る 

関
心
が
あ
り
、
今
後

6

か
月
以
内
に 

禁
煙
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
が
、 

直
ち
に
禁
煙
す
る
考
え
は
な
い 

関
心
が
あ
る
が
、
今
後

6

か
月 

以
内
に
禁
煙
し
よ
う
と
は 

考
え
て
い
な
い 

関
心
が
な
い 

関
心
が
あ
る
計 

関
心
が
な
い
計 

全体 80 3.8% 18.8% 45.0% 32.5% 67.5% 32.5% 

性
別 

男性 49 2.0% 22.4% 44.9% 30.6% 69.4% 30.6% 
女性 24 4.2% 12.5% 50.0% 33.3% 66.7% 33.3% 

男
性 

18 歳～29 歳 2 0.0% 50.0% 0.0% 50.0% 50.0% 50.0% 
30 歳～39 歳 4 0.0% 0.0% 75.0% 25.0% 75.0% 25.0% 
40 歳～49 歳 6 0.0% 0.0% 66.7% 33.3% 66.7% 33.3% 
50 歳～59 歳 13 0.0% 15.4% 46.2% 38.5% 61.5% 38.5% 
60 歳～69 歳 14 7.1% 35.7% 35.7% 21.4% 78.6% 21.4% 

70 歳以上 10 0.0% 30.0% 40.0% 30.0% 70.0% 30.0% 

女
性 

18 歳～29 歳 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 
30 歳～39 歳 2 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 100.0% 0.0% 
40 歳～49 歳 6 0.0% 16.7% 50.0% 33.3% 66.7% 33.3% 
50 歳～59 歳 8 12.5% 0.0% 62.5% 25.0% 75.0% 25.0% 
60 歳～69 歳 5 0.0% 40.0% 40.0% 20.0% 80.0% 20.0% 

70 歳以上 3 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 100.0% 

 

 

⚫ 全体でみると、「関心がある計」(67.5％)が「関心がない計」(32.5％)を大きく上回る。関心がある人の中

では「関心があるが、今後６か月以内に禁煙しようとは考えていない」が多くを占める。 

⚫ 男女別では、「関心があり、直ちに禁煙しようと考えている」は女性が多く、「関心があり、今後６か月以

内に禁煙しようと考えているが、直ちに禁煙する考えはない」は男性が多い。 
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５．選挙について 

 

問２５ あなたは、選挙で必ず投票しようと思いますか。〈１つだけ〉 

 

  回答者数 
大いに思

う 
ある程度
思う 

どちらか
というと
思う 

どちらか
というと
思わない 

あまり思
わない 

全く思わ
ない 

思う計 
思わない

計 

全体 495 58.8% 22.6% 8.5% 4.0% 3.4% 2.6% 89.9% 10.1% 
性
別 

男性 187 64.7% 19.3% 7.5% 2.7% 3.7% 2.1% 91.4% 8.6% 
女性 273 54.9% 24.2% 8.8% 5.5% 3.7% 2.9% 87.9% 12.1% 

男
性 

18 歳～29 歳 15 33.3% 33.3% 13.3% 0.0% 13.3% 6.7% 80.0% 20.0% 
30 歳～39 歳 14 50.0% 14.3% 14.3% 7.1% 14.3% 0.0% 78.6% 21.4% 
40 歳～49 歳 21 61.9% 14.3% 14.3% 4.8% 0.0% 4.8% 90.5% 9.5% 
50 歳～59 歳 33 63.6% 18.2% 15.2% 3.0% 0.0% 0.0% 97.0% 3.0% 
60 歳～69 歳 34 67.6% 14.7% 5.9% 0.0% 5.9% 5.9% 88.2% 11.8% 

70 歳以上 70 74.3% 21.4% 0.0% 2.9% 1.4% 0.0% 95.7% 4.3% 

女
性 

18 歳～29 歳 15 20.0% 20.0% 26.7% 13.3% 13.3% 6.7% 66.7% 33.3% 
30 歳～39 歳 22 54.5% 22.7% 13.6% 4.5% 0.0% 4.5% 90.9% 9.1% 
40 歳～49 歳 44 54.5% 25.0% 9.1% 4.5% 2.3% 4.5% 88.6% 11.4% 
50 歳～59 歳 58 43.1% 25.9% 8.6% 12.1% 5.2% 5.2% 77.6% 22.4% 
60 歳～69 歳 37 59.5% 24.3% 5.4% 5.4% 5.4% 0.0% 89.2% 10.8% 

70 歳以上 97 66.0% 23.7% 6.2% 1.0% 2.1% 1.0% 95.9% 4.1% 
三軒家西 30 50.0% 30.0% 6.7% 0.0% 6.7% 6.7% 86.7% 13.3% 
三軒家東  70 55.7% 18.6% 20.0% 2.9% 0.0% 2.9% 94.3% 5.7% 
泉尾東  44 65.9% 15.9% 6.8% 4.5% 6.8% 0.0% 88.6% 11.4% 
泉尾北 45 60.0% 20.0% 11.1% 2.2% 6.7% 0.0% 91.1% 8.9% 
中泉尾 30 53.3% 33.3% 6.7% 6.7% 0.0% 0.0% 93.3% 6.7% 
北恩加島  48 68.8% 22.9% 4.2% 2.1% 0.0% 2.1% 95.8% 4.2% 
小林  37 59.5% 18.9% 8.1% 2.7% 2.7% 8.1% 86.5% 13.5% 
平尾 44 61.4% 25.0% 6.8% 2.3% 0.0% 4.5% 93.2% 6.8% 

南恩加島 45 46.7% 24.4% 6.7% 6.7% 15.6% 0.0% 77.8% 22.2% 
鶴町  51 62.7% 21.6% 5.9% 7.8% 2.0% 0.0% 90.2% 9.8% 

 

 

⚫ 全体でみると、「思う計」が 89.9％とかなり高く、「大いに思う」だけを見ても 58.8％と高くなった。 

⚫ 男女別でみると、「大いに思う」は男性が高く、「ある程度思う」は女性が多い。 
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⚫ 年代別でみると、男女ともに「18 歳～29 歳」で全体と比較して低くなっている。また、年代が高くなる

ほど「大いに思う」の割合が高くなる傾向がみられ、男性の「70 歳以上」では 70％以上となっている。 

⚫ 小学校区別で見ると、「大いに思う」の割合は「北恩加島」が最も高く、次いで「泉尾東」「鶴町」となっ

ている。 
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６．「大阪・関西万博」について 

 

問２６ 2025年４月 13日から 10月 13日まで、夢洲において「大阪・関西万博」が開催

されますが、あなたは「大阪・関西万博」へ行ってみたいと思いますか。〈１つ

だけ〉 

 

  回答者数 
大いに思

う 
ある程度
思う 

どちらか
というと
思う 

どちらか
というと
思わない 

あまり思
わない 

全く思わ
ない 

思う計 
思わない

計 

全体 483 20.9% 16.1% 17.2% 12.0% 16.4% 17.4% 54.2% 45.8% 

性
別 

男性 186 21.0% 19.4% 18.3% 12.9% 15.1% 13.4% 58.6% 41.4% 

女性 274 20.8% 14.6% 16.8% 12.0% 16.8% 19.0% 52.2% 47.8% 

男
性 

18 歳～29 歳 15 26.7% 13.3% 33.3% 6.7% 6.7% 13.3% 73.3% 26.7% 

30 歳～39 歳 14 28.6% 28.6% 7.1% 28.6% 7.1% 0.0% 64.3% 35.7% 

40 歳～49 歳 22 13.6% 9.1% 40.9% 27.3% 4.5% 4.5% 63.6% 36.4% 

50 歳～59 歳 33 15.2% 21.2% 21.2% 12.1% 9.1% 21.2% 57.6% 42.4% 

60 歳～69 歳 32 18.8% 28.1% 9.4% 12.5% 15.6% 15.6% 56.3% 43.8% 

70 歳以上 70 24.3% 17.1% 12.9% 7.1% 24.3% 14.3% 54.3% 45.7% 

女
性 

18 歳～29 歳 15 33.3% 13.3% 26.7% 6.7% 20.0% 0.0% 73.3% 26.7% 

30 歳～39 歳 22 27.3% 9.1% 13.6% 13.6% 4.5% 31.8% 50.0% 50.0% 

40 歳～49 歳 45 15.6% 6.7% 26.7% 13.3% 20.0% 17.8% 48.9% 51.1% 

50 歳～59 歳 58 22.4% 13.8% 13.8% 12.1% 19.0% 19.0% 50.0% 50.0% 

60 歳～69 歳 38 26.3% 15.8% 13.2% 13.2% 21.1% 10.5% 55.3% 44.7% 

70 歳以上 96 16.7% 19.8% 14.6% 11.5% 14.6% 22.9% 51.0% 49.0% 

 

 

⚫ 全体でみると、「思う計」が 54.2％であり、「思わない計」の 45.8％を上回る。 

⚫ 男女別でみると、「思う計」は男性(58.6％)の方が女性(52.2％)を上回る。 

⚫ 年代別でみると、男女ともに「18 歳～29 歳」の「思う計」が最も高く 70％以上となっているが、男性は

年代が高くなるにつれて「思う計」が低くなる傾向がみられる。また、女性は「18 歳～29 歳」と「60 歳

～69 歳」を除いて、「思う計」が全体より低い傾向がみられる。 

  

20.9%

21.0%

20.8%

16.1%

19.4%

14.6%

17.2%

18.3%

16.8%

12.0%

12.9%

12.0%

16.4%

15.1%

16.8%

17.4%

13.4%

19.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性

女性

大いに思う ある程度思う どちらかというと思う

どちらかというと思わない あまり思わない 全く思わない

 
2025 年日本国際博覧会の 

開催に向けた取組 

思う計 
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７．区政全般について 

 

問２７ その他、区政に対するご意見等があればご自由にお書きください。 

 

◼ 広報・広聴について 

⚫ ＳＮＳなどでの積極的な発信に力を入れた方が良いと感じる。その他、若年層の意見抽出の為、若者が中
心の「大正区魅力発見・発信プロジェクトチーム」などの設立を検討頂きたいです。 

⚫ 区民に対しての P.R.不足と思います。 
⚫ 在宅でサポート中の親（92才（父）と 88才（母））がおり、区内にある介護施設や介護体制等の情報発信

の充実も期待しております。 
⚫ 区の情報誌が少ない。港区に住んでいたことがあるが、広報誌等がいろいろあってあちこちに置いてい

た。 
⚫ 地域猫活動のボランティアをしているが、餌やりは違法ではない事、区が取り組んでいる野良猫対策など

を行政情報でもっと多くの人に周知してもらえるよう力を入れて欲しい。 
⚫ 介護に関する情報を発信してほしい。 
⚫ この調査表の設問が少し多いと思う。必要で有れば項目ごとに調査すれば良いのでないか？ 
⚫ 調査票は子供の名前で届いておりますが、知的障害の子供には内容が（問）全くわかりません。こう云う

調査は子供には回答は無理です。母親の私自身の思いです。 
⚫ 質問がわかりにくい。 

 

◼ まちづくりについて 
⚫ 子育てのしやすさや 1人暮らしの高齢者の孤独を減らすためにもファミリー向けのマンションや住居を増

やしてほしいです。情報教育にもいいのでペット可、生活音の響きにくい構造のマンションなど、暮らし
で発生する音に神経質にならなくていい区になるとうれしいです。家での会話や料理音などの生活音に何
度も怒鳴り込みにくる住人に困っています。よろしくお願いします。 

⚫ 梅田、ナンバ、アベノに近く便利という利点を出して、住みよいという事をアピールしてほしい。 
⚫ 区のサービス等も港区の方が良かった。というか、区民が利用無料で利用できる施設が多かった。大正区

の人口が年々減少しているときいたが、財政難なのでしょうか。大正区内の市営住宅に申し込みたいが、
戸数も少ないし設備が古い住宅ばかりである。もう少し設備の整った賃貸住宅を増やしてほしい。 

⚫ シャッター商店街の暗さが目立つ。街灯が昼位から点いている所がある。町中の空地で草が 1m以上伸びた
ままの所があり不用心です。 

⚫ 街灯の明かりが少なく、夜道が暗いと感じるので、街灯の点検や増設など行って頂ければ良いなと思いま
す。 

⚫ 銀行のＡＴＭを大正区内にもっと設置してほしい。(コンビニは、手数料がかかる)。 
⚫ ゴミ出しや駐輪のルールを住民（特に賃貸マンション）徹底して守らせて欲しい。 
⚫ 大正区以外からも来てもらえるフェスティバルたとえば海に面した場所での花火大会、昭和山での桜祭

り、植木市等有れば少しは区外からの人を集められるかも？ 
⚫ 昭和山コーポの前の道路沿いのつつじの剪定時期の変更をお願いします。入札時期と重なるため剪定が 8

月頃になるそうですが、それだとつつじが来年咲きません！どうにかしてください。お願いします。 
⚫ 人口が減って空地が目立つ。子供が少ない。新しく住民が住みついてくれるよう考えて欲しい。高齢者が

多く、この先大正区はどうなっていくのか先が心配。 
⚫ ゴミのポイ捨てに力を入れてほしいです。 
⚫ ＪＲ大正駅の改札がとても混むので、反対側にエスカレーター（下りがほしい）のある改札を作っていた

だきたいです。川沿い（駐車場が横並びにあるところ）の枯れた植込みと柵が景観が悪く、なんとなく不
気味なので、美しくなると大正駅付近がとてもよくなりそうです。 

⚫ 老人施設の増設。 
⚫ 大正内港周辺にカフェや小さいスポーツ施設（例 ボルタリング等）。 
⚫ 夜間、大正北中学校周辺に害虫が大量発生しているので駆除等対応をお願いします。 
⚫ 害虫駆除に力を入れて欲しいです。 
⚫ カラスについて、千島公園で鳩とカラスが多いかな。怖いのはカラスです。黒い、クチバシが大きい。羽

根を広げると尚大きく見え、ツメは大きくするどい。夕方頃いっせいに鳴き出すと騒音のようです。 
⚫ 大正区はとても住みやすいところに感じています。特に不満はないのですが、いつも外を歩くときに目に

つくのが雑草が多くて道路に美しさが全くありません。メイン通りの大正通りでさえ雑草だらけです。植
樹の手入れも充分とはいえません。定期的に雑草除去など出来ないものでしょうか。 

⚫ 歩きたばこ、自転車たばこは大阪市内全面禁止にして欲しい。万博期間中に禁止にするという新聞記事を
見ましたが、ずっと維持して欲しい。たばこの煙は大嫌いです。けむたい。発ガン性物質を路上で動きま
わってまき散らすことはやめて欲しい。迷惑だと理解して欲しい。喫煙場所の近くを通るときは私がガマ
ンします。 
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⚫ 町の美化のためにタバコのポイ捨てなどを取締まる条例など考えて欲しい。家の周辺でのタバコの吸い殻
が多い。 

⚫ 歩きタバコや路上喫煙の取り締まりを強化してほしい。 
⚫ ゴミ、たばこの吸殻、放置自転車など道がきたない。 
⚫ 他県から越して来て数年経ちますが、大正区民の民度が低すぎて毎日驚いています。 子供と公園に行けば

老人達が鳩に餌をやり、ベンチでタバコを吸い、老若男女問わずゴミのポイ捨てをして、犬の散歩をする
人の中にはノーリードで糞尿の処理をしない人も大勢います。 地元から来た友達や両親は街のあまりの汚
さと臭さに引いていました。 大阪は治安が悪いことで有名ですが、私自身大阪に引っ越して来るまでここ
まで人々のモラルがないなんて思いませんでした。 せめて子供が使う公園だけでもゴミ箱の設置や、喫煙
所は無理でも吸殻を入れるゴミ箱の設置など出来ないでしょうか？ ご検討お願い致します。 

⚫ 以前住んでいた街の図書館が、とても居心地がよく、本も充実していて、図書館に行くのが子ども達も楽
しみにしていました。大正区の図書館はこじんまりとして、本も少なく、図書館に行った時のワクワクが
ありません。子どもには本をたくさん読んでほしいので、もう少し図書館の整備をしてほしいです。 

⚫ ＜圃場をつくる＞ 現状大正区は埋立地の為、住宅地、商業地しかなく家庭菜園はしかたなく、ベランダや
狭い庭や他地域で運営している農園を借りている、人は日に当たり、土に触れ、野菜の成長、収穫、食
育、喜びとなりフレイル予防に繋がる事も立証されている。 昭和山の活用、鶴浜地区のグランド活用、
公団や市営住宅を整理し土地の有効活用、小学校跡地を開放した活用 など、大正区で収穫した食材を使
った食堂やレストラン→ブランド化にもつながる。健康維持、増進の為の農作業を提案したい。 

⚫ 空き店舗が増えてきているように感じます。賑わいのある街づくりができればと思います。 
⚫ 住んでみたい街として他の例も研究して上位になれるような取り組みをお願いしたい。 
⚫ 大正駅に近い場所に自習室など勉強ができる施設がほしい。 
⚫ 有名店の誘致をしてほしい。 
⚫ 商業系の複合施設が少なく感じるので、一軒、二軒ほどあればいいと思います。 
⚫ 大正図書館の場所が区内で１等地と思われる場所にあると思われますが、若い人が利用できるような商業

施設を誘致するなど、区活発をしていただければありがたいと思います。（大正区の昔から言われている、
商業施設が誘致されない現状のため）。 

⚫ 工場、倉庫など会社を誘致してほしい。 
⚫ 大阪市内で人口の減少がすすんでいるのが大正区だと聞いた。大阪ドームの集客を重点に商業を活性化し

働く場を作ってほしい。 
⚫ 商店街の活性化(三泉商店街が暗すぎる)。 
⚫ 鶴町に住んでいますが、買い物が出来る場所が少ない為、バス等の公共の交通機関にたよらなければなら

ない等、不便さを感じています。特に薬など緊急に必要になった場合は特に不便さを感じます。家具店な
ど２つも必要ないので、薬局、スーパーの、設置など考えて頂けると幸いです。 

⚫ 鶴町に住んでいます。生活用品を調達するには、お店が少な過ぎて千島、泉尾、他区へ足を運びます。鶴
町にスーパー１件、コンビニ３件ありますが、用は足せません。薬が欲しい時、困ります。ドラッグスト
アでもあれば良いのにと思います。 

⚫ 特にないが、もう少し大正区を活気付ける事をやってもらいたい。大阪市 24区の中でも、人口が減少して
いると聞いている。何か打開策はないのか？鶴町の埋立での空地は、今後どうするつもりなのか？集客施
設は、車両が増加するだけで素通りするので大正区にとってはメリットがない。出来れば人が根付くよう
な事を考えてもらいたい。 

⚫ 鶴町は過疎化になっていると思います。もっと生活しやすい町にして欲しい。例えば、スーパー・病院・
銀行等今の所不便に思っています。 

⚫ 大正区のどこに住んでも不便がない様に、例えば鶴町の買い物が出来ない等、高齢者だけでなく子供を育
てる世代にも優しい街づくりをして欲しい。 

⚫ 駅周辺は飲食店も多く賑わっているが鶴町はスーパー１店舗、病院もない。高齢者が多く、買い物もまま
ならない。市営住宅の建てかえが進み、鶴町に住み続ける老人が多いので、安心して暮らせるよう区とし
て診療所開設（大正区内の病院で担当制にする等）、スーパーの誘致に尽力していただきたい。 

⚫ 大正区全体を盛り上げようとしている事はとても理解できるのですが、私の住んでいる町はとてもその中
に入っている様に思えません。とにかく不便です。スーパー、銀行（ＡＴＭ）、ドラッグストア、無くなる
一方です。他の地域と同じ扱いをして下さい。トラックも路駐だらけ、ゴミだらけです。トラックを一つ
の所にまとめるトラックターミナルの様な場所を作るとか。それよりもまずスーパー、ＡＴＭ、ドラッグ
ストア、その他諸々区長が数ヵ月でも住んだら分かると思います。切実です！ 

⚫ スーパーの早期誘致希望。 
⚫ 大正区は市内で一番の過疎であるから、鶴浜地区など空き地を利用して集客できるようなおしゃれな施設

を作ってほしい。ただなんでもかんでも子どもファーストだと人は集まらない。大正区もどんどん外国人
が増え、治安が不安である。違法滞在や違法労働などきちんと取り締まって欲しい。 

⚫ 区政と関係がないかもしれません。すみません。鶴町には小さなスーパーとコンビニしかありません。若
い方や車を持っている方は他の地域に買い物に行けますが、買い物に不自由を感じている人が多数いらっ
しゃいます。老人にもやさしい町作りを考えていただきたいです。公園の雑草がすごいことになっていま
す。道路脇の雑草も伸びすぎてあぶないです。 
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◼ 子育てについて 
⚫ 子育てプラザの日曜日の営業を増やして頂けたらありがたいです。子連れでも利用しやすい施設（カフェ

や遊び場など）が増えたら嬉しい。公園に日陰が欲しい。遊具の劣化が気になる。 
⚫ （小学生も含め）子供を室内で遊ばせる場所が少ないので、夏の暑い日などは家から出られないので、室

内遊び場がいくつかあるといいなと思います。学校の情報が少ないので、各小学校か中学校の特色や雰囲
気が入学するまで分からないのが学校をえらぶ上で困るので、もう少し情報がほしいです。情報が少ない
から、みんな不安でうわさに振り回される気もします。 

⚫ 高齢者への配慮も必要かと思いますが、子育てしやすい環境作りを求めます。人口が少ない中で高齢者の
割合も多く、住みやすい、子育てしやすい大正として子育て世帯が多くなっていくことが必要かと思いま
す。 

⚫ 子育て世代であるが、待機児童になることもなく助かっている。 子どもが新型コロナにかかったときも、
センターよりまめな連絡と医療機関との連携をしてもらい、頭の下がる思いで、とても安心させていただ
けた。 行政でなんともならないが、小児医療機関の数が十分とは言えず、待機時間が長かったり、遠くま
で行かなければならないことで困る時がある。 

⚫ 区政とは違うかも知れませんが、小学校のいきいきが 8:30からでそれより前に行くと怒られるようです。
仕事の都合で 8:30まで子供と待つことができず困っています。個人的な都合で申し訳ありませんが、子育
てかつ働いてる世代のためにはもう少し早めに見守りができる体制があると助かります。こども園ファミ
リーが卒園後に保育がなく、卒園から小学校入学までの子どもの監護に困りました。園の運営に差がある
のは仕方ないですが、卒園後の保育は入園時にはわからない情報なので、入園前にお盆や卒園後休みにな
るというような情報も得られるようにしていただきたいとともに、卒園後の保育を全ての園でしてもらえ
ると助かります。 

⚫ 高齢者を大事にし過ぎて子育て支援が不十分。 区役所や保育園で相談しても、なんの解決にもならない。 
区政が何をしてるかわからない。 大正区に住んで良かったと思ったことは一度もない。 大正駅周辺のタ
クシーのマナーが酷い。そこはタクシー乗り場ではない。 路上喫煙や公園での喫煙が多くて、子供も遊ば
せれない。 

⚫ 市営保育所の施設が古い。重い門、古い引き戸、段差、トイレなど子供がケガをしそうな場所がたくさん
ある。畳ははげてめくれているのをテープで補修し、棚や柱の角などは先生方が手作りのクッションなど
で保護をしてくれている。もう少し安全に、先生方が安心して子供をみれるようにしてほしい。今回の意
識調査も、高齢者のことばかりで子育てに関する質問がなかった。子供が多い印象がある大正区なので、
子育てのしやすい区になってほしい。よろしくお願いします。 

 

◼ 健康・福祉について 
⚫ お年寄りや生活に困っている人を安心して暮らせる大正区にしてほしいです。 
⚫ 関西万博は大阪人にとって税金のムダ使いだと思います。住民税非課税世帯とかに給付金を出している

が、税金を払っている世帯の方が大変生活が苦しいのでもっと給付の仕方に考えてほしい。介護保険料が
高すぎる。もっと簡単に市営住宅に入れるようにしてほしい。 

⚫ 大阪は介ご保険が全国で一番高い！何で高いのか？理由を教えてほしい。介ごにかかった人が保険料を払
えば良いのに何で介ごにかかってない人が払わなきゃいけないのか？この保険は払い損なのに…私として
は介ご保険は死に金です！サギ師と一緒！この制度をなくしてほしい。介ごにかかってない人に今まで払
った介ご保険料を今すぐ返してほしい！！ 

⚫ 終活支援サービス（高齢者 特におひとりさまの）。相談や福祉サービスの案内をしてほしい。登録制とか
にして、死後事務委任契約等の紹介など希望。以前、区役所で聞いたが、見守りはしているがそういうの
はしていないと言われた。実施している自治体も全国にはある。東京都豊島区や神奈川県の一部など。 
追記 大正区社協だより「たいしょう」2024.7 Vol.65に見守り相談室の記事は後日、確認できました。 

⚫ 中高年以降の１人ないしは２人暮しのわりあいがたかくなっています。もっと横つながりを強めて、保健
所に健康のことで相談したら、医療、地域保括センターなど連けいできるシステムを確立してほしいと思
います。それは、障がい者の方たちも同様に、連けいして、サポートするシステムを確立してほしいで
す。子どもから高齢者まで、安心して１人で暮せる町づくりを確立してほしいと思います。 

⚫ 夫婦ともども仕事をしていますが、私の体が弱く、精神疾患を持っているので病院代が高く生活がくるし
いけどどうしたらいいかわからない。いちおう、自立支援は受けている。かなりしんどいです。 

⚫ 介護・福祉については、サービス現状維持と現場の声を聴取し続けていただきたいと思います。よろしく
お願いします。 

⚫ 本年度より国民健康保険になりました。年金生活で保険代が高すぎます。 
⚫ 車いすを福祉会館で借りる事がありますが、土日祝が休みなので困るので、休みの日でも無料で借し出し

してくれる所があればと思います。 
⚫ 孤独死にならないような取り組みがあればありがたいです。 
⚫ 高齢者が多くなったと感じるので高齢者への取り組みを増やして欲しいと思います。 
⚫ もっと障がい者の賃金の格差や雇用状況を把握するべきやと思う。それだけ生活が困窮してる事を把握し

て対策を取ってもらいたい。万博って言ってる場合じゃない。 
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◼ 防犯・防災について 
⚫ 通学路の空家放置対策は早急にするべきだ。台風や竜巻きが増える前に。子供の被害があってはならない

と思う。 
⚫ 災害に関する避難場所を身近に行ける場所の確保をしてほしい。 
⚫ 津波の時の防潮堤の高さは大丈夫ですか？ 
⚫ 南海トラフ巨大地震が近づいてきている感があるこのごろ。（想定外）地震災害も多くシミュレーションを

しているつもりでも、いざとなると頭が真っ白になり、何もできない状態になるように思います。その為
にも、自身に対する備え（個人でしておくこと・行政にまかせること）や避難場所等、もっと、もっと詳
しく詳細にわかるように告知し、区民に周知徹底してほしいです。町会に入っていない・こんにちは大正
を見ていない・広報だよりなど目にしていないと全く知らない・わからない事だらけの人が多数いると思
いますので。 

⚫ 地震に対する防災をもっとしっかりやってほしい。 
⚫ 三軒家東において南海トラフ地震発生時の避なん場所が少なすぎる。子育て中なので、災害発生時のこと

を思うと、日々とても不安に感じる。早急に避なん場所をつくって欲しい！ 
⚫ 災害対策なども視野に、イベントの活性化など区民のコミュニケーション増進に向けた取り組みをお願い

したい。 

 

◼ 交通・道路について 
⚫ 自転車に乗っている人のマナーが悪い。 
⚫ トラックや路上駐車が多いので、自転車のとび出しなどが見えずらくて危ない(とくに小さい子供)が心

配。大正通り、60キロ制限が速すぎる。信号や多いうえ大型トラックが多いので 止まりきれず歩行者が
青でもつっこんでくるトラックが多くあぶない。子どもは青になると進んでしまうので心配。 

⚫ 区政ではないかもしれませんが、小中高生の交通ルールのマナーが悪いと感じます。特に小学校の頃から
自転車の乗り方（道の真ん中で広がって数名横一列で運転したり、信号無視・車が来てもどかないなど）。
小さい頃から教育して欲しいです。 

⚫ 自転車に乗る人達のルールが守られていない、歩くときに後ろや前を見ながら歩いていますが、スピード
にヒヤッとさせられます。たばこのポイ捨てや、歩きたばこはやめてほしいです。取りしまりの強化を希
望します。 

⚫ 自転車の道交法違反が目に余ります。交通規則の周知を徹府して下さい。マナーではなく法律です。通行
区分違反、一時停止不履行、無灯火、傘さし運転、ながら運転等。 

⚫ 自転車の利用が他区に比べて多い様に思います。交通安全への意識が低いのか、通行方法のマナーの悪さ
がきわだっています。自転車優先の走行、例えば左側通行、並走（道幅いっぱいの走行）不可、交差点斜
め横断、夜間無灯走行など。身近な乗り物だけに自転車に乗り初める年頃の子供達にしっかりとした交通
（乗車）マナーが身に付く様に区できちんと講習会を行って頂きたい。 

⚫ 地下鉄を導入してほしいです。バス路線（大阪駅行き 大正橋経由）の廃止など大正区では痛手です。地下
鉄を鶴町まで通れば、人口も増えるのではないでしょうか？ 

⚫ 地下鉄が南方へ延長され役所に行きやすくしてほしい。 
⚫ 地下鉄延伸について推進していただきたいと思っています。市内の一等地にありながら子供を含め人口が

減る一方なのは、若い人達が大正区に住みたいと思わないからだと感じています。大正区役所前と鶴町に
地下鉄の駅があれば、バスに乗ってまで…という声は少なくなるのではないでしょうか。お年寄の声と同
様に若い世代の声を聞いていただき街の活性化につなげていただきたいと切に思います。 

⚫ 介護、インバウンド観光客の２点が、私の中では大正区が成長していく上で、キーワードと思っていま
す。これだけの後期高齢者の数（大正区人口の約半数という状況）であるが故に、若い世代の方々の活動
（結婚、出産、子育て）への行政的援助が見えなくなっている。現役世代が生き生きしている様子がみえ
ないことが残念である。又、インバウンドの方々が大正区でお金を使っていただける様な区にしていただ
きたい。その為にも地下鉄延伸を是非々々実現して下さい。お願いします。でないと、集まる人が来な
い。求人を出しても来ない。ないないずくしの大正区は嫌です。 

⚫ 路線バスの便数を増やしてほしい。鉄道は無理ということなので。 
⚫ 大正区の北部にしか「環状線」や「地下鉄」の駅はなく、そこから先への移動手段は「大阪シティバス」

だけとなっている。大正区の南部は多くの企業が集まる工業地帯となっており、ほとんどの通勤客は大正
の駅からバスに乗り換えて職場まで移動している。午前７時から９時までの通勤時間帯のバスは、つり革
を掴むことができないほどの満員状態となっており、乗車口まで人があふれている状態である。大きな企
業は『船町地区』に集中しており、特に「西船町」行の通勤時間帯のバスの混雑状態は異常である。通勤
ストレスもかなりのものと思う。同じく、通勤時間帯の『鶴町地区』方面へ向かう「鶴町四丁目」行のバ
スは乗客の混雑もなく運行本数も十分すぎるほどある。問題は「西船町」行のバスである。せめて通勤時
間帯の２時間だけは、偏りのある「鶴町四丁目」行を含めた全体の運行本数を見直して、通勤客の快適な
移動を目指すべきである。今回は通勤時間帯に限っての意見であるが、主な公共交通機関がバスしかない
大正区としては、日々利用している住民のためにも、もっと快適なバス利用に向けて考えていくことが必
要である。 

⚫ 70年近く済んでいますが、バスの運行回数が減り住みにくさを感じています。バスしかないので困りま
す。 
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⚫ バスを利用(月に 1回から 3回)時刻どうりに来るので便利です。 
⚫ 足が自由にきかないので、どこにも思うように行けず困ります。看護タクシーは使った事有りませんが、

比較的高いという事を聞いています。如何なものでしょうか。 
⚫ 関西万博への交通、アクセスに不安がある。 
⚫ ＪＲ大正駅、大阪メトロ大正駅ともに駅前等が雨の日にすべりやすい。京セラドームでイベント開催時、

気軽に外出ができない（駅周辺が大混雑する為）。以上、区政とは直接関係がないことかもしれないが、区
民の暮らしや生活を守るためには、たいへん重要なことかと思います。まず、生活道路等の区民が目に見
えるところの整備を行うべきでは。 

⚫ 高齢者が増えている中、歩道の整備など街中のバリアフリー向上や日常生活のための移動手段の整備など
の取り組みを強化してほしい。 

⚫ 三軒家東 2丁目 8-2付近の交差点で、東側の工場へ向かうトラック等の行き来が多く、スピードも出てい
て歩行者が轢かれそうになっている場面が何度もあるようです。小学生も多数通ってる道ですので、歩車
分離式にするなど対策が必要かと思います。以前よりタクシーが区内を走るのが減っていて、高齢者が病
院など行くのに困ってるそうです。 

 

◼ 区役所・職員の対応 
⚫ 保険、年金課がいつも混んでいるので退屈している課の人はそちらを手伝いした方がいいと思う。デスク

も増やすべきだ。待ち時間や場所がコロナ感染の場になりそうと思う。エレベーター開けてすぐの待ち場
所は記入場所でもあるし感染が怖い。 

⚫ 区役所の待ち時間をもっと短かくしてほしい。 
⚫ 区役所窓口の対応は、丁寧で分かりやすく親切です。ネット社会と言っても、やはり人と人との接する場

面は、重要です。人の繋がりを大切にしながら取り組んでいる大正区役所だと思っております。(特に窓口
対応)。 

⚫ 申請（区役所）の待ち時間が長く、半日程時間がかかることがあったので、オンライン申請などでシステ
ム化していけるものは、どんどん進めていっていただければ、ありがたいと思いました。 

⚫ 大変な仕事だと思いますが、頑張ってください。手続き等迅速な対応いつもありがとうございます。 

 

◼ 区政全般について 
⚫ いろいろ取組まれているようですが、それぞれが何のためなのかまったく伝わってきていない。例えばも

のづくりフェスタがものづくり大正を活かしたブランド力ＵＰとは全く知らなかった。また高齢者の相談
先があるにもかかわらず、当の高齢者がその存在を知らない。また自分が相談が必要かどうかもわかって
いない。高齢者のみ世帯が多い大正区であればこそ、支援が必要となる前から１人１人に接していける仕
組みが必要であると思う。 

⚫ 区は色々な事業に取り組んでいると思うが、区民からして区がどのような事業を手掛けているか見えない
のが実感。取り組んでいる事業が区民に伝わる工夫をしてほしい。そうするともっと区に対して愛着が沸
くと思う。 

⚫ 住民に身近な区政をお願いします。 
⚫ 若い人がもっと住みたいと思う区にしてほしい。 
⚫ 高齢者や子育て世代への取り組みがたくさんあることはとても良いことだと思いますが、それらは単身者

にとってはあまりメリットに感じることはありません。単身者も住みやすい区になるとさらに良いと思い
ます。 

⚫ 区長は何で勝手に決めるのか（東京は選挙）。大阪は区が決めてる。 
⚫ 区政を向上して下さい。お願い致します！ 
⚫ 意識調査という形で無作為に抽出した方々の意見として都合のよい部分だけを抜き出し、大正区政はすば

らしいという評価を得たと伝えるのだろうと思ってしまう。ウソでぬりかためられた区であると認識して
いる。民生委員は個人情報をバラまき、青少年指導員はあいさつしても無視、巡視もせず活動もしないの
に金だけまきあげる。主任児童委員は声をかけても無視。名のある役職についている方々の対応がすばら
しい。高齢者は無理やり介護認定を受けさせられ金をとられ、相談しても対応はしてくれない。よい区で
す。 

⚫ 就労している、子供もいない両親もいない身には、全然必要性を感じることがない役所です。 全区民が活
用しやすい区になってほしい。 

⚫ 外国の方が最近増えたと感じます。治安に関する問題は今の所発生していないと思いますが、不法就労等
含め何か対策、対応等されているのでしょうか？その一方、外国の方々と、何かコミュニケーションがと
れるような場があれば参加して交流を深めたいという気持ちもあります。20年程前ブラジルの方がたくさ
んおられた時は、私自身もブラジル語を勉強して色々と交流をさせていただきました。外国の方々と、一
様に壁をつくるのではなく、彼らを大正区民として受け入れ、地域の中で交流する機会を、区の方で何か
計画して欲しいと思います。 

⚫ 非課税所帯にもう少し手厚くしてほしい。宜しくお願いします。 
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◼ その他 

⚫ 万博は大阪市（府）がやってるのか？ 
⚫ 関西万博が終了したあとの土地活用の方法を教えてほしい。 
⚫ 公園で放尿するオッサン 多すぎる！！！注意してほしいです！！！ 
⚫ わんちゃん猫ちゃんその他の動物等の殺処分を減らす取り組みをして頂き、譲渡会を増やしてほしいで

す。夜間の動物病院ができたら良いと思います。 
⚫ 地域の社協の権限が強すぎて、子供たち、住人のためというよりも自分たちの自己満足のための活動にな

っていると感じる。本当に必要な支援等が全然できていない。そもそも地域の活動が不必要。（父が数年前
に脳こうそくになり、加齢も加わって歩いたり等、動くのも大変なのに敬老の日の集い等案内が来る、行
けない。住民の状態等把握してないなら活動の意義はどこに？状態になっていると感じている） 

⚫ 救急安心カード作成希望。自治体で配布しているところもあると知ったが、大正区はないと思っている。
例えば大阪市でも天王寺区は「大阪市天王寺区民版安心安全カード」があった。パソコンで見つけた。 

⚫ 万博に使うお金があるなら、お年寄りに給付金を又ほしいです。 
⚫ 区政ではないが、“大正区＝沖縄”のイメージが強く、どちらかと言えば“不快”です。 
⚫ 若年層に手厚い対応をして欲しいです。高齢者の事ばかりもうしんどいです。 
⚫ 沖縄を売りにしないで欲しい。 
⚫ 欲は申しません。後期高れい者です。 
⚫ 大正区での緑化運動も無くなってしまいました。年寄に土にふれたりさわったりする機会もなく、残念で

す。 
⚫ ありがとうございます。がんばれ。 
⚫ 大阪市の住民税や介護保険が全国平均で非常に高いので不満。 
⚫ いつもお世話になってありがとうございます。 
⚫ 外国人が多い。 
⚫ 頑張ってください。 
⚫ いつもありがとうございます。 

 

 

※他人を誹謗・中傷したり差別につながる内容、不適当と判断する内容は省略している場合があります。 
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IV.調査票 
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【郵送用調査票】 

 

 

 大正区 区民意識調査 調査票  

 

※質問ごとに該当するお答えを選んで、〇印をつけてください。 

 

 

１．広報・情報発信について 

 

 問１   大正区の行政情報や魅力情報をどこから入手していますか。〈複数回答可〉 

１．大正区役所広報紙「こんにちは大正」 

２．大正区ホームページ 

３．大正区役所公式エックス（旧ツイッター） 

４．大正区役所公式フェイスブック 

５．大正区役所公式ライン 

６．大正区役所公式インスタグラム 

７．回覧板 

８．大正区役所広報板 

９．大正区内バス停チラシ 

10．大正区役所情報コーナー(さわやか広場)  

11．サービスカウンター(梅田・難波・天王寺)  

12．その他図書館など本市施設 

13．行政情報や魅力情報は入手していない  

14．その他（                         ） 

事業等の詳細
はこちらから 

 

広報紙「こん
にちは大正」 

 

大正区役所 
公式 SNS 

 

 問２   広報紙「こんにちは大正」には、お知りになりたい情報が掲載されています

か。〈１つだけ〉 

 

１．大いに掲載されている 

２．ある程度掲載されている 

３．どちらかというと掲載されている 

４．どちらかというと掲載されていない 

５．あまり掲載されていない 

６．全く掲載されていない 

事業等の詳細
はこちらから 

 

広報紙「こん
にちは大正」 

オンライン回答用パスワード 580000 
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 問３   広報紙「こんにちは大正」で、楽しみにしているコーナーはどれですか。〈複数

回答可〉 

 

  

１．特集記事（６・７面） 

２．暮らし・各種手続き（２～４面） 

３．子育て・教育（２～４面） 

４．保健・福祉・健康（２～４面） 

５．イベント・講座（２～４面） 

６．健康コラム（５面） 

７．大正ニュース（８面） 

８．私の SDGｓアクション（８面） 

９．大正ウォーキング（８面） 

10．ここが推しだよ！大正区（８面） 

11．図書館・警察署・消防署からのお知らせ(８面)  

12．地域だより（１２面） 

13．区長日記（１２面） 

14．その他（                          ） 

事業等の詳細
はこちらから 

 

広報紙「こん
にちは大正」 
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２．区の活性化の取組について 

 

 問４   大正区では、「ものづくりのまち大正」の特徴を活かした「大正・港・西淀川 

ものづくり事業実行委員会」を形成し、活力あるまちづくりを進めています。 

あなたは、次の実行委員会による取組が、区のブランド力の向上や区民の誇りになってい

ると思いますか。〈各事業１つだけ〉 

 

 問５   あなたは、区内企業が地域の活動に寄与していると感じますか。〈１つだけ〉 

 

  

① 大正ものづくりフェスタ   

１．大いに思う 

３．どちらかというと思う 

５．あまり思わない 

７．取組を知らない 

２．ある程度思う 

４．どちらかというと思わない 

６．全く思わない 

 

 

事業等の詳細
はこちらから 

 

ものづくり 

②修学旅行をはじめとする工場見学会の実施 

１．大いに思う 

３．どちらかというと思う 

５．あまり思わない 

７．取組を知らない 

２．ある程度思う 

４．どちらかというと思わない 

６．全く思わない 

 

③大正・港・西淀川オープンファクトリー 

１．大いに思う 

３．どちらかというと思う 

５．あまり思わない 

７．取組を知らない 

２．ある程度思う 

４．どちらかというと思わない 

６．全く思わない 

 

１．大いに感じる 

２．ある程度感じる 

３．どちらかというと感じる 

４．どちらかというと感じない 

５．あまり感じない 

６．全く感じない 

事業等の詳細
はこちらから 

 
ものづくり 
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 問６   あなたは、学校体育施設開放事業（※）が大正区（各校下）における生涯スポ

ーツの振興に役立っていると感じますか。〈１つだけ〉 

 

（※）大阪市立の小・中学校の運動場や体育館などの体育施設を学校教育に支障のない 

範囲で地域に開放し、地域住民に継続的にスポーツ活動の場や機会を提供する事業 

 

３．地域福祉について 

 

 問７   あなたは、大正区が互いにつながり支え合うことにより、安心して暮らせる 

まちであると感じますか。〈１つだけ〉 

 

 問８   あなたは、大正区が高齢者・障がいのある人の権利が守られ、暮らしやすい 

まちであると感じますか。〈１つだけ〉 

１．大いに感じる 

２．ある程度感じる 

３．どちらかというと感じる 

４．どちらかというと感じない 

５．あまり感じない 

６．全く感じない 

事業等の詳細は
こちらから 

 
大正区の学校体
育施設開放事業
を紹介します！ 

１．大いに感じる 

２．ある程度感じる 

３．どちらかというと感じる 

４．どちらかというと感じない 

５．あまり感じない 

６．全く感じない 

事業等の詳細は 
こちらから 

 
大正区地域福祉 
ビジョン Ver.2.1
を策定しました！ 

１．大いに感じる 

２．ある程度感じる 

３．どちらかというと感じる 

４．どちらかというと感じない 

５．あまり感じない 

６．全く感じない 

事業等の詳細はこちらから 

 

高齢者の人権につい
ての相談 

 

障がいのある方の 
人権についての相談 

 

身体障がい者 
相談員制度 

 

知的障がい者 
相談員制度 
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 問９   大正区では、各地域で要援護者(身体障がい者や要介護者等)の見守り体制づく

りに取り組んでいます。あなたは、要援護者の地域による日ごろの見守り活動が、安心し

て暮らせるまちにつながっていると感じますか。〈１つだけ〉 

 

 問 10    あなたは、大正区において高齢者の居場所づくりや高齢者の困りごとに対応す

る仕組みがあると感じますか。〈１つだけ〉 

 

 問 11    高齢者や障がいのある人への虐待の相談先として大正区保健福祉センターや、

認知症の相談先として大正区済生会オレンジチーム等がありますが、あなたは高齢者・ 

障がいのある人への虐待や認知症についてどこに相談すればよいかを知っていますか。

〈１つだけ〉 

 

 

１．大いに感じる 

２．ある程度感じる 

３．どちらかというと感じる 

４．どちらかというと感じない 

５．あまり感じない 

６．全く感じない 

７．取組を知らない 

事業等の詳細は 
こちらから 

 

地域における見守り
ネットワークづくり
を進めています 

１．大いに感じる 

２．ある程度感じる 

３．どちらかというと感じる 

４．どちらかというと感じない 

５．あまり感じない 

６．全く感じない 

１．両方とも知っている 

２．虐待に対する相談先を知っているが、認知症に

対する相談先は知らない 

３．虐待に対する相談先は知らないが、認知症に対

する相談先は知っている 

４．両方とも知らない 

事業等の詳細はこちらから 

 

高齢者虐待に関する
通報・相談窓口 

 

障がい者虐待に関す
る通報・相談窓口 
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 問 12    あなたは、高齢者やその家族が住み慣れた地域で安心して暮らし続けることが

できるようにさまざまな相談や支援を行っている地域包括支援センターを知っています

か。〈１つだけ〉 

 

 問 13    あなたは、「地域の人や社会」に支えられることにより、以前より子育てがし

やすくなったと感じますか。〈１つだけ〉 

 

４．健康づくりについて 

 

 問 14    あなたは、万一治る見込みがない病気になった場合のことを考えることがあり

ますか。〈１つだけ〉 

 

 問 15    あなたは、人生の最終段階における医療、療養に関して、家族や医療介護関係

者等と話し合っていますか。〈１つだけ〉 

 

１．知っている ２．知らない 

事業等の詳細は 
こちらから 

 
「地域包括支援 
センター」（高齢
者相談窓口） 

１．大いに感じる 

２．ある程度感じる 

３．どちらかというと感じる 

４．どちらかというと感じない 

５．あまり感じない 

６．全く感じない 

１．ある ２．ない 

１．大いに話し合っている 

２．ある程度話し合っている 

３．どちらかというと話し合っている 

４．どちらかというと話し合っていない 

５．あまり話し合っていない 

６．全く話し合っていない 
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 問 16    あなたは、こころの健康を保つための方法を知っていますか。〈１つだけ〉 

 

 問 17    あなたは、自分自身や家族の健康維持・増進に取り組んでいますか。〈１つだ

け〉 

 

 問 18    あなたは、歯・口腔の健康の増進について意識していますか。〈１つだけ〉 

 

 問 19    あなたは、介護予防や認知症予防に役立つ方法を知っていますか。〈１つだ

け〉 

 

 

１．大いに知っている 

２．ある程度知っている 

３．どちらかというと知っている 

４．どちらかというと知らない 

５．あまり知らない 

６．全く知らない 

事業等の詳細
はこちらから 

 
こころの健康
に関すること 

１．大いに取り組んでいる 

２．ある程度取り組んでいる 

３．どちらかというと取り組んでいる 

４．どちらかというと取り組んでいない 

５．あまり取り組んでいない 

６．全く取り組んでいない 

事業等の詳細
はこちらから 

 
大阪市健康増
進計画「すこ
やか大阪 21
（第 3 次）」 

１．大いに意識している 

２．ある程度意識している 

３．どちらかというと意識している 

４．どちらかというと意識していない 

５．あまり意識していない 

６．全く意識していない 

事業等の詳細
はこちらから 

 
健康相談 

１．大いに知っている 

２．ある程度知っている 

３．どちらかというと知っている 

４．どちらかというと知らない 

５．あまり知らない 

６．全く知らない 

事業等の詳細
はこちらから 

 
元気なうちか
ら始めよう！
介護予防・ 
フレイル予防 
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 問 20    大正区では生活習慣病予防や介護予防のため食育を推進しています。あなたは

食生活の改善（例：野菜を毎日食べる、朝食を食べる など）に取り組んでいますか。 

〈１つだけ〉 

 

 問 21    あなたは、食中毒予防のために家庭で意識して取り組んでいることがあります

か。〈複数回答可〉 

 

 問 22    あなたは、自分や家族が日常生活において、新型コロナウイルス感染症をはじ

めとする感染症予防対策（手洗い、手指消毒等）を十分に行えていますか。〈１つだけ〉 

 

 

  

１．改善して６ヶ月以上 

２．改善して６ヶ月未満 

３．改善する計画・予定である 

４．改善したいが実行できない 

５．改善する必要がない、または関心がない 

事業等の詳細
はこちらから 

 
食育の推進 

１．調理時には必ず手洗いをしている 

２．包丁やまな板は、異なる食材の処理ごとに洗浄している 

３．食材ごとに指定された保存方法を守っている 

４．消費期限の過ぎた食品は食べない 

５．加熱が必要な食品（食肉など）は中心の色が変わるまで十分に加熱して

いる 

６．その他（                          ） 

７．特に何も取り組んでいない 

事業等の詳細
はこちらから 

 
食中毒予防の
三原則と家庭
でできる食中

毒予防 

１．大いにできている 

２．ある程度できている 

３．どちらかというとできている 

４．どちらかというとできていない 

５．あまりできていない 

６．全くできていない 

事業等の詳細
はこちらから 

 
感染症予防に
つとめましょ

う 
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 問 23    あなたは、たばこを吸っていますか。〈１つだけ〉 

 

 問 24    「１．吸っている」と答えた方にお尋ねします。禁煙に関心がありますか。

〈１つだけ〉 

 

５．選挙について 

 

 問 25    あなたは、選挙で必ず投票しようと思いますか。〈１つだけ〉 

 

  

１．吸っている ２．吸っていない 

１．関心があり、直ちに禁煙しようと考えている 

２．関心があり、今後 6か月以内に禁煙しようと考えているが、

直ちに禁煙する考えはない 

３．関心があるが、今後 6か月以内に禁煙しようとは考えていな

い 

４．関心がない 

事業等の詳細はこちらから 

 
禁煙はおもいやり～あなた
がやめれば空気は変わる～ 

１．大いに思う 

２．ある程度思う 

３．どちらかというと思う 

４．どちらかというと思わない 

５．あまり思わない 

６．全く思わない 

事業等の詳細は
こちらから 

 
これからの選挙 



 

50 

６．「大阪・関西万博」について 

 

 問 26    2025年４月 13日から 10月 13日まで、夢洲において「大阪・関西万博」が 

開催されますが、あなたは「大阪・関西万博」へ行ってみたいと思いますか。 

〈１つだけ〉 

 

７．区政全般について 

 

 問 27    その他、区政に対するご意見等があればご自由にお書きください。 

 

 

  

１．大いに思う 

２．ある程度思う 

３．どちらかというと思う 

４．どちらかというと思わない 

５．あまり思わない 

６．全く思わない 

事業等の詳細は
こちらから 

 
2025 年日本国際
博覧会の開催に
向けた取組 
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最後に、あなたご自身のことについておうかがいします。 

 

 問 28    あなたの性別をお答えください。 

 

 問 29    あなたの年齢をお答えください。 

 

 問 30    あなたのお住まいの地域（小学校区）をお答えください。 

 

 問 31    あなたが現在の住所にお住まいになってからの年数をお答えください。 

 

 問 32    あなたは子育ての経験がありますか。〈複数回答可〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協力ありがとうございました。 

１.男性 ２．女性 ３．その他・回答したくない 

１．18歳～29歳 ２．30歳～39歳 ３．40歳～49歳 

４．50歳～59歳 ５．60歳～69歳 ６．70歳以上 

１．三軒家西 ２．三軒家東 ３．泉尾東 ４．泉尾北 

５．中泉尾 ６．北恩加島 ７．小林 ８．平尾 

９．南恩加島 10 ．鶴町 11 ．わからない・回答したくない 

１．１年未満 ２．１年以上～ 10 年未満 ３． 10 年以上 

１．就学前（０～５歳）の子どもがいる 

２．小学校就学中（６～11 歳）の子どもがいる 

３．中学校就学中（12～14 歳）の子どもがいる 

４．高校就学年齢（15～17 歳）の子どもがいる 

５．18 歳以上の子どもがいる 

６．子育ての経験はない 


